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史
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介
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横
山
百
合
子

は
じ
め
に

　

近
世
遊
廓
に
つ
い
て
は
、
近
世
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
文
学
、
歴
史
学
を
は

じ
め
多
く
の
分
野
に
お
い
て
言
及
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
俯
瞰
す
る
こ
と
は
難
し
い

ほ
ど
大
量
の
言
説
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
遊
廓
を
含
む
近
世
に
お
け
る

性
売
買
の
実
態
が
歴
史
学
の
対
象
と
さ
れ
、
史
料
分
析
を
ふ
ま
え
た
研
究
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
概
説
的
言
及
を
除
け
ば
、

一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
注
目
す
べ
き
研
究
と
し
て
は
、
宮
本
由
紀
子
の
吉
原
細
見
研

究
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
遊
廓
や
飯
盛
女
な
ど
を
対
象
と
す
る
近
世
買
売
春

研
究
の
本
格
的
進
展
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
町
共
同
体
論
と
役
論
を
ふ
ま
え
た
塚
田

孝
の
新
吉
原
研
究
や
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
近
世
社
会
史
か
ら
の
遊
廓
研
究
の
深
化
、

お
よ
び
曽
根
ひ
ろ
み
に
代
表
さ
れ
る
女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
の
見
地
に
た
っ
た
売

春
研
究
の
登
場
以
降
の
こ
と
だ
と
い
え
よ
う

（
（
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
男
色
も
視
野

に
入
れ
た
近
世
性
売
買
研
究
は
大
き
な
進
展
を
見
せ
、
三
都
の
遊
廓
研
究
か
ら
、
街

道
の
宿
場
や
長
崎
な
ど
の
港
湾
都
市
に
お
け
る
買
売
春
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
近
世

社
会
に
お
け
る
性
産
業
の
経
済
的
位
置
や
買
売
春
が
な
さ
れ
る
場
の
構
造
と
社
会
関

係
、
近
世
の
対
外
政
策
に
お
け
る
遊
所
の
意
味
な
ど
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
近
世
買
売
春
研
究
の
盛
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世
買
売

春
の
最
大
の
拠
点
で
あ
り
、
性
的
言
説
の
発
信
源
と
し
て
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し

て
い
た
新
吉
原
遊
廓
に
つ
い
て
み
る
と
、そ
の
実
態
は
未
解
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

新
吉
原
遊
廓
に
お
け
る
遊
女
に
つ
い
て
は
、
宿
場
の
飯
盛
女
な
ど
に
比
し
て
も
、
一

般
的
な
被
抑
圧
性
の
指
摘
か
、
文
芸
作
品
に
描
か
れ
る
遊
女
像
の
延
長
線
上
の
理
解

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
遊
女
の
実
態
研
究
は
、
抑
圧
さ
れ
た

女
性
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
女
性
史
研
究
の
必
須
課
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
性

売
買
を
め
ぐ
る
近
世
社
会
構
造
研
究
に
お
い
て
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

近
世
買
売
春
の
あ
り
方
や
そ
の
構
造
的
特
質
は
、
遊
女
屋
や
客
、
統
制
の
主
体
で
あ

る
幕
府
・
町
奉
行
所
の
政
策
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
遊
女
自
身
の
意

志
や
行
動
に
よ
っ
て
と
ら
え
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
造
は
、
両
者
の
双
方

向
的
な
ベ
ク
ト
ル
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
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よ
う
な
研
究
を
ふ
ま
え
て
は
じ
め
て
、
近
世
の
性
売
買
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
あ

り
よ
う
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
か
つ
て
右
の
問
題
意
識
に
た
っ
て
、
芸
娼
妓
解
放
令
制
定
を
め
ぐ
る
明
治

維
新
期
の
遊
女
の
実
像
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が

（
（
（

、
本
稿
で
は
、
幕
末
期
の
新
吉

原
の
遊
女
の
実
態
を
示
す
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
東
北
大
学
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫

「
梅
本
記 
三
」
を
紹
介
す
る
。
同
史
料
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
新
吉
原
遊
廓

で
起
き
た
遊
女
の
放
火
未
遂
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
新
吉
原
町
名
主
竹
島
家
の
用
場
で

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
遊
女
自
身
が
書
い
た
文
章
を
含
む
と
い
う
点
で
珍
し

く
、
ま
た
、
右
に
述
べ
た
遊
女
の
実
態
研
究
に
お
け
る
手
が
か
り
に
も
な
る
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
本
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
の
全
面
的
な
分
析
は
別
稿
を
期
す
こ
と
と

し
、
本
稿
で
は
、
そ
の
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し

た
い

（
（
（

。

　

一
、
狩
野
文
庫
所
収
の
新
吉
原
遊
廓
関
係
史
料

　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
に
は
、「
新
吉
原
竹
島
記
録
」（『
東
北
大

学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
目
録
』
S
E
Q
N
O.

4

－

2
7
9
6
～
2
8
0
4
、

狩
野
文
庫
N
O.

4

－

1
1
9
7
3

－

8
）と
題
す
る
新
吉
原
江
戸
町
一
丁
目
名
主
竹

島
仁
左
衛
門
に
関
わ
る
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
一
九
八
〇
年
代
に

丸
善
に
よ
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
（
M
F
リ
ー
ル
N
O.

D
H
Ⅰ

－

〇
〇
三
、コ
マ
N
O.

0
6
1
8
～
1
0
6
4
）、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
記
録
は
、
次
の

八
冊
か
ら
な
る
。

第
一
冊　

新
吉
原
規
定

第
二
冊　

吉
原
名
主
年
中
行
事

第
三
冊　

吉
原
日
記

第
四
冊　

局
見
世
一
件

第
五
冊　

吉
原
市
水
鑑　

四
巻　

一
冊　
（
絵
入
板
本
）

第
六
冊　

俄
番
組

第
七
冊　

公
役
銀
納
控

第
八
冊　

梅
本
記　

三

　

右
の
八
冊
は
、
目
録
上
で
は
い
ず
れ
も
写
本
と
記
さ
れ
て
お
り
、
新
吉
原
江
戸
町

一
丁
目
名
主
竹
島
仁
左
衛
門
が
作
成
し
た
文
書
の
写
、
あ
る
い
は
そ
の
用
場
に
蓄
積

さ
れ
た
役
用
文
書
の
写
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
が
写
で
は
な
く
、
一
部

に
は
、
当
事
者
が
書
い
た
文
書
や
、
竹
島
仁
左
衛
門
あ
る
い
は
そ
の
用
場
の
者
が
記

し
た
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
そ
の
ま
ま
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、
一
次
史
料
に
準
じ

る
史
料
群
と
み
て
よ
い
。

　

こ
れ
ら
の
八
冊
は
い
ず
れ
も
興
味
深
い
内
容
を
も
つ
が
、
遊
女
の
実
態
に
迫
る
と

い
う
点
で
は
、
第
八
冊
「
梅
本
記　

三
」
が
注
目
さ
れ
る
。
以
下
、
同
簿
冊
の
構
成

と
内
容
の
特
徴
、
お
よ
び
作
成
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
で
、
簿
冊
全
体

の
翻
刻
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

二
、「
梅
本
記　

三
」
の
構
成
と
内
容
の
特
徴

　
「
梅
本
記　

三
」
は
、
嘉
永
二
年
八
月
五
日
夕
刻
に
発
生
し
た
、
新
吉
原
京
町
一

丁
目
遊
女
屋
梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
一
六
人
の
放
火
未
遂
事
件
に
お
け
る
調
書
・
関
係

文
書
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
遊
女
屋
梅
本
屋
佐
吉
は
、
根
津
の
局
遊
女
屋
か
ら
、

天
保
改
革
に
よ
り
新
吉
原
に
移
転
し
遊
女
屋
経
営
を
行
っ
て
き
た
人
物
で
、
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）年
の「
吉
原
細
見
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵　

請
求
番
号　

八
五
六
│

二
八
）
に
よ
れ
ば
、
京
町
一
丁
目
の
総
半
籬
（
小
見
世
）
遊
女
屋
で
あ
る
（
図
1
）。

遊
女
屋
佐
吉
の
過
酷
な
処
遇
と
虐
待
に
た
い
し
て
、
大
火
に
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的

に
放
火
し
、
鎮
火
騒
ぎ
に
紛
れ
て
名
主
役
宅
に
駆
け
込
み
、
自
ら
の
正
当
性
を
主
張

し
裁
き
を
受
け
よ
う
と
し
た
遊
女
た
ち
の
行
動
は
、世
上
で
も
評
判
に
な
っ
た
。『
藤

岡
屋
日
記
』
に
は
事
件
の
概
要
と
判
決
が
記
さ
れ
、「
由
良
湊
の
山
椒
太
夫
か
ら
く
り

口
上
」
に
見
立
て
て
作
ら
れ
た
「
よ
し
わ
ら
む
め
も
と
佐
吉
大
変
か
ら
く
り
の
糸
切

口
上
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。「
梅
本
記　

三
」
は
、こ
の
事
件
の
処
理
に
際
し
て
作

成
さ
れ
た
上
申
書
や
調
書
、
関
係
史
料
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
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簿
冊
の
表
紙
は
、
狩
野
文
庫
に
所
収
ま
た
は
整
理
さ
れ
た
段
階
で
作
成
さ
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
、「
狩
第
4
門 

1‌

1‌

9‌

7‌

3
」
の
ほ
か
、
図
書
館
内
の
配
置
な
ど
を
示

す
ラ
ベ
ル
が
あ
り
、
題
箋
に
は
「
梅
本
記　

参　

八
止
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
内
表
紙
に
あ
る
「
梅
本
記　

参
」
を
転
記
し
た
も
の
で
、
本
来
は
「
梅
本
記
」

一
、二
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
在
は
不
明
で
あ
る
（「
八
止
」
は
、「
新
吉
原

竹
島
記
録
」
の
最
終
冊
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）。
ま
た
、
内
表
紙
に
「
竹
島
」
と
あ

り
、
名
主
竹
島
仁
左
衛
門
の
役
用
に
関
わ
る
文
書
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
の
冒
頭
〔
1
丁
オ
〕
に
は
、
目
次
に
相
当
す
る
九
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
目
次
に
記
さ
れ
て
い
な
い
判
決
写
を
含
め
て
、
一
〇
項
目
と
し
、

以
下
の
よ
う
に
本
文
中
に
A
～
J
の
記
号
を
付
し
た
。

図 1　嘉永元年「吉原細見」（国立国会図書館 856-28）

A　

京
町
壱
丁
目
梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
十
六
人
誓
紙
写

B　

梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
小
ひ
な
申
口

C　

同
人
抱
遊
女
重
本
申
口

D　

同
人
抱
遊
女
静
調
書

E　

同
人
抱
遊
女
豊
平
調
書

F　

豊
平
日
記
写

G　

桜
木
日
記
写

H　

小
雛
不
要
之
日
記
写

I　

さ
く
ら
木
日
記　
　

但
の
り
入
小
本

J　

判
決
の
写

　

A
は
、
放
火
前
日
の
嘉
永
二
年
八
月
四
日
に
、「
拾
六
人
一
同
連
判
同
様
之
心
得
を

以
、
銘
々
名
前
可
相
認
」（
10
丁
ウ
、
C
重
本
申
口
）
と
い
う
遊
女
桜
木
の
提
案
に
基

づ
い
て
遊
女
た
ち
が
作
成
し
た
連
名
の
写
で
あ
る
。

　

B
・
C
は
、
放
火
事
件
後
の
捜
査
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
遊
女
小
ひ
な
と
重
本
の

申
口
（
上
申
書
）
で
あ
り
、
遊
女
達
が
集
団
で
の
放
火
に
至
っ
た
過
酷
な
生
活
実
態

と
虐
待
だ
け
で
な
く
、
新
吉
原
に
遊
女
奉
公
す
る
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
点

も
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
B
に
は
、
5
丁
オ
～
6
丁
ウ
の
二
丁
分
の
乱
丁
（
混
入
）

と
思
わ
れ
る
か
所
が
あ
り
、
史
料
本
文
に
も
、
そ
の
こ
と
が
「
×◯
壱
・
弐
」
の
記
号

で
示
さ
れ
て
い
る
。
混
入
部
分
は
、「
△
」
に
続
く
と
あ
る
が
、
何
を
指
す
の
か
は
不

明
で
あ
る
。

　

D
・
E
は
、
遊
女
静
と
豊
平
の
取
調
調
書
で
あ
る
。
調
書
作
成
者
や
作
成
の
日
時

な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
D
静
の
調
書
に
は
、
事
件
発
生
後
、
梅
本
屋
佐
吉

が
、
静
の
人
主
に
た
い
し
て
、
住
替
を
許
す
か
ら
佐
吉
を
非
難
し
な
い
よ
う
静
に
命

じ
て
ほ
し
い
と
罪
状
軽
減
を
画
策
し
て
い
る
点
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　

F
～
I
の
遊
女
の
日
記
と
そ
の
写
は
、
本
史
料
の
な
か
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る

部
分
で
あ
る
。
特
に
、
I
「
さ
く
ら
木
日
記
」
は
「
の
り
入
小
本
」
と
い
う
但
し
書

き
が
あ
る
よ
う
に
、
日
記
原
本
で
あ
る
小
本
を
綴
じ
込
ん
だ
も
の
で
、
遊
女
の
日
記
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そ
の
も
の
と
み
て
よ
い
（
図
2
）。
I
は
、
数
字
、
日
時
と
金
銭
の
単
位
以
外
は
す
べ

て
か
な
で
書
か
れ
、
会
話
に
お
け
る
濁
音
や
長
音
等
の
発
音
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て

い
る
。
遊
女
の
生
の
声
を
そ
の
ま
ま
綴
っ
た
貴
重
な
記
録
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
F
、
G
、
H
は
、
遊
女
の
日
記
を
掛
役
人
が
筆
写
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
客
の
人
名
を
省
く
な
ど
多
少
編
集
し
な
が
ら
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
F

豊
平
日
記
写
に
は
、「
字
不
分
、
朱
分
か
」
と
い
う
筆
写
者
の
注
意
書
も
含
ま
れ
て
お

り
、
か
な
を
漢
字
に
改
め
た
部
分
を
含
め
て
、
日
記
原
文
と
の
若
干
の
差
異
が
想
定

さ
れ
る
。
遊
女
の
書
い
た
日
記
は
、
稚
拙
な
文
字
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
近

世
文
書
の
書
式
・
語
法
か
ら
は
離
れ
た
話
し
言
葉
に
近
い
形
で
、
思
っ
た
こ
と
、
起

き
た
事
実
が
書
か
れ
て
お
り
、
筆
写
者
で
あ
る
町
役
人
関
係
者
か
ら
見
る
と
、
忠
実

に
筆
写
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
あ
る
い
は
面
倒
に
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
日
記
本
文
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
て
お
き
た
い
。

　

な
か
で
も
は
H
「
遊
女
小
雛
不
要
之
日
記
写
」
は
、
分
量
も
多
く
、
F
、
G
に
比

し
て
も
、
遊
女
の
生
活
実
態
が
リ
ア
ル
に
浮
か
び
上
が
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

乱
丁
・
落
丁
と
思
わ
れ
る
か
所
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
読
解
の
便
宜
の

た
め
、
わ
か
る
範
囲
で
乱
丁
を
整
序
し
た
順
を
示
し
て
お
く
（
翻
刻
文
に
は
、（　

）

で
参
考
を
記
し
た
）。

　

H
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
の
順
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

Ⅰ　

嘉
永
二
年
三
月
七
日
～
四
月
六
日
頃
（
30
～
34
丁
）

Ⅱ　

嘉
永
二
年
八
月
二
日
～
三
日
（
事
件
発
生
の
直
前
）（
35
～
38
丁
）

Ⅲ　

嘉
永
元
年
八
月
二
五
日
～
嘉
永
二
年
一
月
七
日
（
小
ひ
な
が
、
梅
本
屋
佐

吉
に
転
売
さ
れ
て
か
ら
、
翌
年
の
松
の
内
ま
で
）（
39
～
42
丁
）

Ⅳ　

嘉
永
二
年
三
月
二
日
（
43
丁
）

Ⅴ　

嘉
永
二
年
三
月
初
め
頃
か
ら
一
九
日
ま
で
（
44
～
49
丁
）

　

右
の
Ⅰ
～
Ⅴ
は
、
時
系
順
に
綴
じ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
Ⅰ
30
丁
～
34
丁
は
、
綴
じ

方
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
34
丁
、
33
丁
、・
・
・
の
順
に
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
Ⅰ
34
丁
と
35
丁
は
、
Ⅴ
の
46
～
48
丁
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
が
、
手
跡

図 2-2　冒頭部分 図 2-1　表紙

が
異
な
っ
て
お
り
、
同
じ
内
容
な
が
ら
、
人
名
の
省
略
（
V
）、
会
話
の
省
略
（
I
）

な
ど
の
点
で
相
違
が
あ
る
。
細
か
い
事
情
は
不
詳
で
あ
る
が
、
二
人
の
異
な
る
筆
写

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
で
重
複
し
て
筆
写
し
た
も
の
と
推
定
し
て
お
く
。



[「梅本記」]……横山百合子

149

　

三　

本
史
料
作
成
の
背
景

　
「
梅
本
記　

三
」に
み
る
よ
う
な
放
火
事
件
は
幕
末
期
の
新
吉
原
に
お
い
て
多
発
し

て
お
り
、
必
ず
し
も
特
異
な
事
例
で
は
な
い
（
表
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
新
吉
原

梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
付
火
一
件
を
含
め
て
別
稿
（
註
1
）
で
も
若
干
分
析
を
加
え
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
動
き
が
強
ま
る

の
か
を
分
析
す
る
上
で
、
本
史
料
は
、
恰
好
の
検
討
素
材
と
な
ろ
う
。

　

幕
末
期
の
遊
廓
の
実
態
と
構
造
、
ま
た
、
な
ぜ
遊
女
は
日
記
を
書
く
の
か
と
い
う

史
料
に
即
し
た
課
題
、
さ
ら
に
は
近
世
後
期
の
庶
民
女
性
の
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
、
本

史
料
か
ら
は
多
様
な
論
点
の
摘
出
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
狩
野

文
庫
「
新
吉
原
竹
島
記
録
」
所
収
の
他
の
史
料
を
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
分
析
を
試

み
る
所
存
で
あ
り
、
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
素
材
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕

一
、「
江
、
者
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
え
、
は
」
と
し
た
。「
ゟ
、
〆
」
は
、
そ
の
ま

ま
と
し
た
。

一
、
文
中
に
適
宜
、
読
点
を
付
し
た
が
、
史
料
の
遊
女
の
日
記
部
分
に
は
句
点

「
。」
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
場
合
の
「
句
点
」
は
そ
の
ま
ま
起
こ

し
た
。

一
、
見
消
は
、
本
文
左
側
「
〃
〃
」
で
示
し
た
。
ま
た
、
抹
消
さ
れ
た
部
分
が
読

め
な
い
場
合
は　
　

で
示
し
た
。

一
、
内
容
に
し
た
が
っ
て
全
体
を
A
～
J
に
区
分
し
、
A
～
J
、
①
～
⑤
の
記
号
・

数
字
を
本
文
に
注
記
し
、
読
解
の
便
宜
を
図
っ
た
。

一
、
そ
の
ほ
か
、
本
文
右
側
、
ま
た
は
本
文
中
に
（　

）
で
参
考
を
記
し
た
。

一
、
丁
数
は
〔　

〕
で
示
し
た
。
A
「
京
町
壱
丁
目
梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
十
六
人

誓
紙
写
」
と
I
「
さ
く
ら
木
日
記　

但
の
り
入
小
本
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
紙

と
小
本
を
直
接
綴
じ
込
ん
た
部
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
A
に
つ
い
て
は
丁

数
を
記
さ
ず
、
I
に
つ
い
て
は
、「
綴
込
1
丁
オ
・
ウ
」
の
よ
う
に
、
丁
数
を

示
し
た
。

〔
表
表
紙
〕

梅
本
記　

参　

八
止

狩
第 4 門
11973

別置
伊5
380

特
別

梅
本
記　

参
竹　

島

特
別

〔
裏
表
紙
〕

　
（
白　

紙
）

〔
内
表
紙
〕

〔
内
表
紙
裏
〕

　
　
「

（
印
記
）」東

北
帝
国
大
学
図
書
館
印
」
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No. 年　代 吉原の被災状況 火元・出火原因
1 寛永 4 （1627） 吉原辺まで
2 寛永 7 （1630） 吉原町
3 正保 2 （1645） 吉原全町
4 承応 3 （1654） 吉原大門通り
5 明暦 3 （1657）
6 延享 4 （1747） 吉原全町 　江戸町 2 丁目梅村市兵衛（武，玉）
7 明和 5 （1768） 吉原全町 　江戸丁 2 丁目四つ目屋喜三郎（遊女屋）
8 明和 8 （1771） 吉原全町 　揚屋町河岸梅屋伊兵衛
9 明和 9 （1772）（吉原） 　行人坂火事

10 天明元 （1781） 伏見町全町，2 丁目，
仲ノ町の一部 　江戸町 2 丁目佐七店家田や仁兵衛（茶屋）

11 天明 4 （1784） 吉原全町 　京町一丁目水吐尻明屋より水道尻挑灯屋
12 天明 7 （1787） 吉原全町 　角町分仲ノ町喜五郎（または茶屋五郎兵衛）
13 寛政 6 （1794） 吉原全町 　江戸町 2 丁目丁字屋長兵衛（または隣家商人屋）
14 寛政 12?（1800） 吉原全町 　田圃竜泉寺町
15 文化 9 （1812） 吉原全町 　龍泉寺村非人頭善七小屋
16 文化 13 （1816） 吉原全町 　京町 1 丁目海老屋吉助（または同町左八店明屋）
17 文政 4? （1821） ○豊菊 15 才が付け火，文政 4 年 3 月，八丈島に流罪。
18 文政 7 （1824） 吉原全町 　京町 2 丁目林屋金兵衛（遊女屋）
19 文政 11?（1828） ○花鳥 15 才が付け火。文政 11 年 10 月，八丈島に流罪。

20 文政 12 （1829） ○清橋 27 才，瀬山 25 才が共謀し付け火，文政 12 年 10 月八丈島，新
島に流罪。

21 天保 2 （1831） ○伊勢歌 22 才が付け火，天保 2 年 3 月，八丈島に流罪

22 天保 4 （1833） ○吉里 17 才，藤江 26 才，清瀧 25 才が共謀し付け火，それぞれ八丈島，
三宅島，新島に流罪。

23 天保 6 （1835） 吉原全町 　角町堺屋松五郎（遊女屋）
24 天保 8 （1837） 吉原全町 ○江戸町 2 丁目丁字屋せい（または源太郎）。

25 弘化 2 （1845） 吉原全町 ○京町 2 丁目川津屋。同抱え遊女玉琴 16 才，六浦 16 才，姫菊 14 才
による付け火。

26 嘉永 2 （1849） ○喜代川 25 才が付け火，嘉永 2 年 10 月八丈島に流罪。
27 嘉永 2 （1849） ○代の春 15 才が付け火，嘉永 2 年 4 月，三宅島に流罪。

28 嘉永 2 （1849） ○京町 1 丁目梅本屋佐吉抱遊女 16 人が共謀して付け火。佐吉と，福岡，
谷川，玉芝，錦糸が八丈島に流罪。

29 嘉永 5 （1852） ○玉菊 35 才，付け火，嘉永 5 年 3 月，八丈島に流罪 .
30 安政 2 （1855） 家根へ焼け抜け 　京町 1 丁目是本屋町兵衛土蔵縁物置より出火。
31 安政 2 （1855） 吉原全町 　安政大地震による火事。
32 安政 3 （1856） ○梅ヶ枝 27 才，付け火，八丈島に流罪。
33 万延元 （1860） 吉原全町 　江戸町 2 丁目紀の字屋六太郎の屋上より出火。
34 文久 2 （1862） 吉原全町 　京町 1 丁目裏屋（または同 2 丁目）より出火。
35 元治元 （1864） 吉原全町 　江戸町 1 丁目大口屋文右衛門（遊女屋）宅より出火。

36 慶応 2 （1866） 江戸町 1，2，揚屋町，京
町 1，2 丁目，角町ほか ○江戸丁 1 丁目大枡屋いち抱きく事重菊の付け火。

表　新吉原遊郭の火災年表

＊１　宮本由紀子「吉原仮宅についての一考察」（地方史研究協議会編『都市の地方史─生活と文化』雄山閣，1980 年，所収）表 1 より
摘記。

＊２　No.28 の付け火については，『近世庶民生活史料 藤岡屋日記』第 3 巻（三一書房，1988 年）および「梅本記　三」（狩野文庫）によ
り補訂した。

＊３　遊女の付火によるものには，○を付した。
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〔
一
丁
オ
〕

一
、
京
町
壱
丁
目
梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
十
六
人
誓
紙
写

一
、
梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
小
ひ
な
申
口

一
、
同
人
抱
遊
女
重
本
申
口

一
、
同
人
抱
遊
女
静
調
書

一
、
同
人
抱
遊
女
豊
平
調
書

一
、
豊
平
日
記
写

一
、
桜
木
日
記
写

一
、
小
雛
不
要
之
日
記
写

一
、
さ
く
ら
木
日
記

　
　
　
　

但
の
り
入
小
本

A〔
一
丁
ウ　

白
紙
。
以
下
の
名
前
記
載
部
分
は
、
巻
紙
の
綴
込
〕

　
　

ふ
く
お
か

　
　

谷
川

　
　

た
ま
し
ば

　
　

と
よ
ひ
ら

　
　

た
ま
づ
た

　
　

と
よ
し
け

　
　

重
咲

　
　

さ
く
ら
木

　
　

ま
つ
な
み

　
　

し
づ
か

　
　

し
け
は
る

　
　

小
ひ
な

　
　

わ
か
梅

　
　
「
と

（
張
り
紙
。下
に「
と
よ
し
」と
記
載
）

よ

江
」

　
　

き
ん
し　

し
け
も
と

B〔
3
丁
オ
〕

京
町
壱
丁
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
兵
衛
店
遊
女
屋　
　
　
　
　
　

梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女　
　

な
ミ
事　
　
　
　
　
　

小　

雛　
　
　
　
　

酉
弐
拾
四
才　
　

申　

口　
　
　

私
義
、
幼
年
之
砌
両
親
ニ
相
分
れ
、
何
れ
之
出
生
ニ
候
哉
聢
と
不
相
弁
、
実
伯
父
三

之
輪
新
町
家
主
不
知
桶
屋
渡
世
長
兵
衛
受
人
ニ
相
立
、
私
実
弟
浅
草
福
井
町

〔
3
丁
ウ
〕

三
丁
目
甚
兵
衛
長
屋
と
歟
申
候
西
川
屋
幸
太
郎
人
主
ニ
相
成
、
町
内
成
田
屋
ミ
の
義

根
津
ニ
罷
在
候
節
、
酌
取
奉
公
ニ
住
込
候
処
、
去
ル
天
保
十
三
寅
年
中
御
改
正
之
砌
、

町
内
江
引
移
、
引
続
遊
女
奉
公
致
し
居
候
内
、
ミ
の
方
身
上
向
不
如
意
ニ
相
成
、
福

い
せ
屋
勘
四
郎
方
江
住
替
相
成
、
同
人
方
ゟ
尚
又
去
申
九
月
十
五
日
ゟ
来
ル
子
年
九

月
廿
三
日
迠
、
丸
四
ヶ
年
季
、
身
代
金
三
両
ニ
而
遊
女
奉
公
ニ
住
込
候
義
ニ
御
座
候
、

然
ル
処
、
当
主
人
佐
吉

〔
4
丁
オ
〕

方
之
儀
、
平
生
二
食
ニ
而
、
豆
腐
之
殻
又
ハ
草
箒
之
芽
を
入
、
雑
水
ニ
致
し
為
給
候

得
共
、
悪
敷
匂
ひ
致
し
、
中
々
難
食
候
ニ
付
、
難
渋
之
様
子
及
見
候
得
は
、
何
故
給

不
申
抔
申
之
、
全
之
飯
は
為
給
不
申
、
邂
逅
為
給
候
節
ハ
粥
同
様
腐
れ
居
候
而
、
何

分
難
食
、
且
五
節
句
ハ
、
前
日
当
日
并
正
月
二
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
七
月
十
五

日
、
十
六
日
、
何
れ
も
本
仕
舞
為
致
、
八
朔
之
儀
ハ
昼
斗
ニ
而
、
金
弐
朱
ト
取
極
有
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之
、
其
時
々
ニ
至
客
無
之
候
得
は
、
身
揚
り
致
し
候
而
も
右
仕
舞
金
相
納

〔
4
丁
ウ
〕

不
申
候
而
ハ
、
中
々
以
承
知
不
致
、
昨
年
ゟ
此
節
迠
、
右
日
取
丈
之
物
日
ハ
、
不
一

ト
方
困
苦
致
し
夫
々
主
人
方
江
相
納
候
義
ニ
而
、
八
月
十
五
日
、
十
六
日
両
日
并
ゑ

ひ
す
講
当
日
と
も
本
仕
舞
為
致
候
由
、
傍
輩
之
も
の
共
申
之
候
得
共
、
是
は
新
儀
、

相
心
得
不
申
候
、
且
右
仕
舞
当
日
金
子
渡
し
方
延
引
相
成
歟
、
又
ハ
平
日
客
無
之
節

ハ
、
髪
部
屋
ニ
而
箱
ニ
懸
、
弓
之
折
或
ハ
手
鍵
を
以
手
当
り
次
第
打
擲
致
し
、
其
外

聊
之
義
ニ
而
も
厳
敷
被
打
叩
、
右
体　

×◯
壱　
（
七
丁
オ
、
へ
）

〔
5
丁
オ
〕（
乱
丁
）

不
申
被
存
込
之
儀
度
々
之
事
ニ
而
、
別
而
当
七
月
九
日
夜
、
田
町
鶴
和
家
ゟ
初
会
之

客
四
人
案
内
致
し
罷
越
、
私
并
静
、
若
梅
、
重
春
罷
出
候
処
、
右
四
人
之
客
、
夜
四

ツ
半
時
頃
帰
り
候
処
、
重
春
義
ハ
名
代
ニ
付
、
助
見
世
え
罷
出
不
申
候
得
共
、
私
、

静
、
若
梅
義
ハ
尚
又
見
世
え
罷
出
候
得
と
も
、
此
夜
ハ
客
無
之
、
彼
是
致
し
候
内
、

引
ケ
ニ
相
成
候
間
、
仕
懸
等
夫
々
た
ヽ
み
取
片
付
致
し
居
候
処
、
主
人
佐
吉
方
ニ
ハ

遣
り
手
無
之
、
其
夜
之
客
無
之
も
の
起
番
と
名
付
、
遣
り
手
部
屋
有
之
下
座
敷
ニ
翌

朝
迠
起
居
、
万
事
心
付
居
候
仕
来
ニ

〔
5
丁
ウ
〕

有
之
候
処
、
此
夜
右
之
通
客
無
之
候
間
、
手
紙
ニ
而
も
乍
認
起
番
致
し
可
申
積
を
以
、

私
外
弐
人
二
階
え
揚
り
候
処
、
同
夜
八
ツ
時
頃
と
覚
、
佐
吉
義
罷
越
、
私
外
弐
人
二

階
ニ
居
候
を
乍
弁
、
三
人
共
相
見
不
申
、
定
而
迯
去
候
義
ニ
可
有
之
旨
高
声
ニ
申
罵
、

下
え
下
り
候
ニ
付
、
三
人
共
一
同
引
続
下
え
罷
越
候
処
、
偶
茶
屋
之
客
致
し
候
迚
、

右
体
我
儘
之
振
舞
致
し
候
而
ハ
不
相
成
旨
、
其
外
品
之
趣
旨
申
散
シ
候
上
、
私
外
弐

人
之
も
の
を
手
強
く
蹴
付
候
上
、
手
鍵
を
以
手
当
り
次
第
〆
、
又
ハ
打
叩
、
右
様
之

事
共
日
々
之
様
ニ
而
、

〔
6
丁
オ
〕

此
分
ニ
而
ハ
迚
も
辛
抱
難
致
、
如
何
ニ
も
歎
敷
、
且
ハ
心
外
至
極
ニ
付
、
右
九
日
晩

七
ツ
時
前
、
私
、
静
両
人
ニ
而
密
々
話
合
致
し
、
火
を
付
可
申
旨
一
途
ニ
存
詰
候
得

共
、
み
せ
の
庄
吉
、
芸
者
米
吉
ゟ
頻
ニ
相
詫
、
彼
是
相
宥
呉
候
故
、
右
え
対
シ
無
余

儀
其
儘
ニ
我
慢
致
し
打
過
居
候
処
、
其
後
も
日
々
手
荒
之
事
而
已
致
し
、
両
度
之
食

事
も
陸
々
不
為
給
、
右
様
被
打
叩
、
剰
毎
夜
得
と
打
臥
候
義
無
之
、
何
分
ニ
も
身
体

相
労
れ
、
存
命
之
程
も
無
覚
束
、
夫
ゟ
ハ
先
前
申
合
置
候
通
、
火
を
付
、
主
人

〔
6
丁
ウ
〕

佐
吉
え
難
儀
相
懸
、
右
ニ
而　

△

〔
7
丁
オ
〕

弐
×◯　

両
度
為
給
候
食
事
も
世
間
並
ニ
相
外
れ
、
事
替
り
候
品
為
給
、
其
上
昼
夜
と

な
く
手
荒
之
責
ニ
逢
、
実
以
何
共
可
申
上
之
様
無
之
、
併
年
季
無
数
ニ
も
候
得
は
、

成
丈
我
慢
も
致
し
候
心
得
ニ
候
得
共
、
未
書
入
四
ヶ
年
も
有
之
、
右
之
内
斯
之
仕
合

ニ
而
は
迚
も
身
体
取
続
出
来
不
申
、所
詮
此
姿
ニ
而
被
責
殺
候
ゟ
、火
を
付
◯

（
マ
マ
）皆

憤

を
晴
シ
候
上
、
御
法
通
之
御
沙
汰
を
蒙
り
候
積
を
以
、
当
三
月
廿
一
日
頃
と
覚
、
傍

輩
拾
六
人
兼
々
申
合
置
候
処
、
幸
今
日
主
人
佐
吉
義

〔
7
丁
ウ
〕

昼
寝
致
し
居
候
間
、
向
合
居
候
口
元
髪
部
屋
ニ
私
儀
罷
在
、
心
付
番
致
し
居
、
夫
々

手
配
之
上
、
外
々
之
も
の
共
夕
七
ツ
時
過
、
表
二
階
格
子
上
天
井
え
火
を
付
候
得
は
、

往
来
之
も
の
共
見
付
、
声
立
早
速
消
留
之
儀
ニ
而
、
火
を
移
シ
候
場
所
え
携
之
義
ニ

ハ
無
之
候
得
共
、
右
は
手
配
致
し
居
候
義
ニ
而
、
并
ニ
拾
六
人
一
同
申
誓
置
候
義
ニ

付
、
今
更
遁
可
申
抔
と
申
心
底
毛
頭
無
御
座
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
、
已
上

酉
（
嘉
永
二
）

　

八
月
五
日

右

小　

雛

C〔
8
丁
オ
〕

京
町
壱
丁
目　
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半
兵
衛
地
借
遊
女
屋

梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女　
　
　

か
つ
事　
　
　
　
　

重　

本　
　
　
　

酉
弐
拾
八
才　
　

申　

口　
　
　

私
儀
、信
州
上
田
在
竹
澤
村
百
姓
半
蔵
娘
ニ
而
、
拾
三
ヶ
年
已
前
天
保
八
酉
年
中
、

母
親
病
死
致
し
、追
々
困
窮
致
し
候
ニ
付
、親
半
蔵
義
身
上
相
仕
舞
、同
年
十
二
月
中

〔
8
丁
ウ
〕

御
当
地
ニ
縁
付
居
候
婦
方
を
便
、同
人
一
同
御
当
地
え
罷
出
相
尋
候
処
、本
所
林
町
ニ

婦
并
聟
鍋
次
郎
義
罷
在
候
ニ
付
、同
人
方
え
落
付
候
処
、是
又
困
窮
之
中
、懸
り
人
相

成
居
候
義
も
難
成
候
間
、翌
戌
年
二
月
中
、親
半
蔵
義
も
納
得
之
上
、京
町
壱
丁
目
安

房
屋
吉
蔵
方
え
遊
女
奉
公
ニ
住
込
罷
在
、右
身
之
代
金
を
以
路
用
ニ
致
し
、国
元
え

立
帰
り
候
義
ニ
而
、右
吉
蔵
義
ハ
、遊
女
屋
渡
世
難
相
続
相
仕
舞
候
ニ
付
、同
人
方
ゟ

〔
9
丁
オ
〕

当
主
人
佐
吉
儀
、
根
津
ニ
罷
在
候
節
、
拾
壱
ヶ
年
已
前
、
天
保
十
亥
年
、
私
拾
八
才

之
砌
、
同
年
ゟ
去
々
未
年
迠
九
ヶ
年
季
、
人
主
不
相
分
、
右
鍋
次
郎
受
人
ニ
相
立
、

酌
取
奉
公
ニ
住
込
罷
在
、
其
後
、
同
十
三
寅
年
中
、
佐
吉
儀
吉
原
町
え
引
移
候
得
共
、

別
段
証
文
書
替
候
様
子
も
無
之
様
被
存
、
本
未
年
季
明
候
心
得
ニ
付
、
其
段
佐
吉
え

申
聞
候
処
、
右
様
之
義
承
り
候
而
何
ニ
致
し
候
哉
抔
、
不
取
留
義
而
已
申
居
、
取
敢

不
申
、
左
候
得
は
、

〔
9
丁
ウ
〕

当
所
え
引
移
候
而
ゟ
如
何
様
之
取
計
致
し
置
候
哉
、
難
相
分
義
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
、

平
日
二
度
之
食
事
ニ
而
、
三
度
ハ
為
給
不
申
、
右
二
度
之
食
事
も
豆
腐
之
殻
又
ハ
草

箒
之
芽
を
摘
、
右
を
古
米
之
中
え
焚
込
、
塩
を
入
雑
炊
ニ
致
し
為
給
候
得
共
、
何
分

匂
ひ
有
之
候
而
、
一
口
も
被
給
不
申
、
彼
是
手
間
取
候
得
は
、
厳
敷
察
当
致
し
、
其

上
客
取
不
申
節
ハ
、
不
精
ニ
付
客
無
之
抔
申
之
、
邂
逅
客
有
之
候
而
も
客

〔
10
丁
オ
〕

酒
食
等
買
揚
不
申
候
得
は
、
差
働
無
之
故
右
体
取
進
メ
も
不
致
旨
申
之
、
厳
敷
折
檻

致
し
、
且
又
外
並
ゟ
仕
舞
日
多
、
五
節
句
も
前
日
当
日
共
二
日
宛
仕
舞
為
致
、
客
無

之
、
如
何
様
之
才
覚
為
致
候
而
も
、
仕
舞
金
受
取
不
申
候
而
ハ
、
中
々
承
知
不
致
、

彼
是
引
し
ろ
い
候
得
は
、
箱
ニ
懸
又
ハ
手
鍵
弓
之
折
木
を
以
、
手
当
り
次
第
打
擲
致

し
、
其
外
聊
之
義
ニ
而
も
法
外
之
責
致
し
、
陸
々
食
物
も
不
為
給
、
右
様
手
荒
之

〔
10
丁
ウ
〕

取
扱
ニ
而
已
逢
候
而
ハ
、
迚
も
身
体
難
保
、
然
ル
上
ハ
、
存
分
ニ
皆
憤
を
晴
シ
御
法

通
之
御
沙
汰
を
受
候
心
得
ニ
而
、
傍
輩
拾
六
人
申
合
、
兼
々
一
同
申
誓
置
候
義
ニ
は

候
得
共
、
万
一
右
約
定
違
変
致
し
候
も
の
出
来
候
而
は
不
相
成
旨
を
以
、
桜
木
義
、

昨
四
日
拾
六
人
一
同
連
判
同
様
之
心
得
を
以
、
銘
々
名
前
可
相
認
旨
、
同
人
義
発
言

致
し
候
ニ
付
、
尤
至
極
之
儀
と
存
、
半
紙
横
折
え
見
世
順
ニ
而
、
福
岡
を
始
、
夫
々

名
前
相
認
候
儀
有
之
、
尤

〔
11
丁
オ
〕

右
書
付
、
前
文
又
ハ
爪
印
等
致
し
候
儀
ハ
無
之
、
只
名
前
而
已
相
認
候
儀
ニ
而
、
右

之
通
聢
と
取
極
致
し
、
右
書
付
ハ
桜
木
義
所
持
罷
在
候
処
、
今
五
日
、
主
人
佐
吉
義

昼
寝
致
し
居
候
を
幸
と
存
、
夕
七
ツ
時
過
、
尚
又
一
同
申
合
、
表
二
階
格
子
上
天
井

え
外
々
之
も
の
共
火
を
付
候
処
、
往
来
之
も
の
見
付
声
立
、
早
速
消
留
候
儀
ニ
而
、

私
儀
其
砌
客
有
之
、
火
取
扱
致
し
候
も
の
ハ
誰
々
ニ
候
哉
、
聢
と
見
覚
不
申
候
、

〔
11
丁
ウ
〕

右
之
通
、
相
違
不
申
上
候
、
已
上

　
　
　

酉
八
月
五
日						









右　
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D〔
12
丁
オ
〕
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一
、
梅
本
屋
佐
吉
抱
遊

（
女
欠
カ
）ゑ

い
事
志
津
賀
義
は
、
生
国
御
当
地
谷
中
三
崎
町
出
生
ニ

而
、
実
父
清
助
、
実
母
も
と
と
申
し
、
拾
壱
ヶ
年
已
前
、
天
保
十
亥
年
中
、
東
海

道
川
崎
宿
旅
籠
屋
田
丸
屋
幸
右
衛
門
方
へ
養
女
ニ
相
成
、
弘
化
三
午
年
中
、
十
六

歳
之
砌
、
実
兄
幸
吉
と
申
者
よ
り
ゑ
い
取
戻
出
入
、
南
御
番
所
様
へ
出
訴
致
し
、

御
吟
味
之
上
、
同
人
実
伯
父
谷
中
三
崎
町
二（

自
）證

寺
様

〔
12
丁
ウ
〕

門
番
人
善
兵
衛
方
へ
被
引
取
、
尤
、
其
以
前
両
親
共
致
死
失
候
由
、
同
年
十
二
月

中
、
兄
幸
吉
、
善
兵
衛
、
上
野
広
小
路
中
戸
屋
と
申
揚
出
し
茶
屋
ニ
奉
公
致
居
候

実
伯
父
豊
吉
、
谷
中
三
崎
□（

虫
損
）

□
□
金
次
義
は
身
寄
ニ
而
、
右
四
人
之
者
相
談
之
上
、

ゑ
い
義
を
右
佐
吉
方
へ
同
年
同
月
中
ゟ
来
ル
寅
年
六
月
中
迠
丸
八
ヶ
年
半
、
身
代

金
弐
拾
三
両
ニ
而

〔
13
丁
オ
〕

遊
女
ニ
被
召
抱
候
所
、
平
日
食
事
も
陸
々
為
給
不
申
候
上
、
聊
之
事
ニ
而
も
強
く

折
檻
ニ
逢
、
其
日
ヲ
送
リ
兼
候
ニ
付
、
翌
未
年
正
月
十
五
日
、
江
戸
町
弐
丁
目
名

主
佐
兵
衛
方
え
駈
込
、
始
末
相
歎
候
由
之
所
、
揚
屋
町
町
役
人
え
引
渡
ニ
相
成
、

一
旦
主
人
方
へ
立
戻
り
候
上
、
外
え
住
替
ニ
可
差
出
積
り
ニ
而
、
板
橋
宿
口
入
方

え
四
五
日
も
遣
し
置
候
内
、
佐
吉
義
ゑ
い
元
方
へ
罷
越
し
、
同
人
早
々

〔
13
丁
ウ
〕

相
返
候
様
強
而
申
ニ
付
、外
え
長
々
出
居
候
而
は
入
用
等
も
多
分
相
掛
り
候
ニ
付
、

致
勘
弁
、
一
度
元
主
人
方
へ
立
戻
り
呉
候
様
申
ニ
付
、
無
是
非
又
々
当
主
人
方
へ

立
帰
り
申
候
由
之
所
、
四
十
日
程
内
証
え
為
居
置
、
昼
夜
共
為
寝
不
申
、
少
々
ニ

而
も
眠
り
候
得
は
、
直
ニ
弓
の
折
ヲ
以
打
擲
致
し
、
四
十
日
程
相
立
候
後
、
同
年

三
月
中
、
京
町
弐
丁
目
楽
長
屋
小
松
屋
と
申
方
へ

〔
14
丁
オ
〕

五
月
六
日
迠
被
相
頼
、
同
日
尚
又
主
人
方
へ
立
帰
り
、
八
月
迠
は
相
応
ニ
客
人
も

有
之
候
ニ
付
、
格
別
之
折
檻
ニ
も
逢
不
申
候
へ
共
、
同
九
月
中
ゟ
主
人
申
聞
候
は
、

中
働
之
者
と
通
合
候
抔
、
跡
方
も
無
之
事
ヲ
申
、
度
々
箱
ニ
掛
ケ
し
ば
り
上
、
弓

之
折
ヲ
以
惣
身
及
打
擲
、
同
月
中
ゟ
翌
申
年
五
月
迠
、
寒
中
迚
も
単
物
壱
枚
ニ
而

為
凌
、
元
日
ニ
御
綿
入
候

〔
14
丁
ウ
〕

衣
類
貸
、
直
ニ
二
日
ニ
は
元
之
通
単
物
ニ
て
御
座
候
に
付
、
無
是
非
、
同
廿
二
日
、

楽
長
屋
小
松
屋
方
へ
欠
出
し
参
り
、
女
房
相
頼
詫
相
頼
、
綿
入
候
着
物
貸
し
貰
候

由
、
翌
廿
三
日
水
酌
ニ
庭
ニ
居
候
ヲ
、
迯
候
心
底
ニ
て
有
之
候
由
申
、
又
々
箱
ニ

掛
り
し
ば
り
上
、
強
く
打
擲
致
候
上
、
同
日
夕
方
縄
ヲ
と
き
、
同
廿
四
日
朝
迠
、

明
店
へ
莚
敷
入
置
、
其
後
も
聊
之

〔
15
丁
オ
〕

事
ニ
而
も
、
弓
の
折
或
は
手
鍵
・
真
木
等
ヲ
以
強
く
打
擲
致
し
、
此
節
迠
始
終
折

檻
不
絶
候
上
、
食
事
は
平
日
水
之
内
え
塩
ヲ
注
入
、
い
も
か
ら
・
豆
腐
之
か
ら
等

入
、
飯
之
腐
り
候
ヲ
少
し
欠
候
而
、
日
々
両
度
ツ
ヽ
為
給
候
由
、
客
人
無
之
候
而

も
、
五
節
句
其
外
物
日
ニ
は
仕
舞
札
為
掛
、
客
有
之
候
得
は
、
八
重
仕
舞
と
唱
、

揚
代
金
倍
増
し

〔
15
丁
ウ
〕

ニ
請
取
、
右
体
之
事
故
、
迚
も
勤
は
難
相
成
、
客
人
無
之
候
得
は
、
札
金
ヲ
年
季

ニ
被
繕
候
様
ニ
而
は
、
始
終
身
分
難
立
行
と
而
、
主
人
方
ニ
而
責
苦
ニ
逢
候
よ
り

は
、
町
を
焼
心
底
ニ
は
無
之
候
得
共
、
火
ヲ
付
其
紛
ニ
名
主
方
へ
欠
込
御
仕
置
ヲ

請
候
よ
り
外
無
之
と
、
当
三
月
廿
一
日
重
立
候
遊
女
福
岡
申
ニ
付
、
私
義
も
同

〔
16
丁
オ
〕

意
致
し
候
得
共
、
程
能
間
合
も
無
之
候
所
、
八
朔
ニ
相
成
、
弐
朱
売
之
遊
女
は
弐

朱
、
壱
分
売
之
遊
女
は
壱
分
つ
ゝ
内
証
え
入
可
申
ニ
付
、
元
て
ニ
難
渋
ニ
は
候
得

共
、
無
是
非
右
致
し
入
金
仕
、
尓
今
月
見
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
如
何
可
致
と
心
配
罷

在
候
内
、
同
二
日
、
聊
之
事
ニ
て
谷
川
と
申
遊
女
ヲ
し
ば
り
上
ケ
、
所
々
引
ず
り

廻
し
候
に
付
、
谷
川
は
勿
論
、

〔
16
丁
ウ
〕

一
同
之
遊
女
、
此
上
如
何
様
之
う
き
目
ニ
逢
候
も
難
斗
と
存
、重
立
候
遊
女
ヲ
相
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頼
取
斗
貰
候
由
、尤
五
日
ニ
は
主
人
も
昼
寝
致
し
居
、遣
り
手
も
同
様
寝
居
幸
ニ

存
、福
岡
部
屋
ニ
而
相
談
い
た
し
、右
部
屋
ニ
有
之
火
ヲ
玉
芝
表
座
敷
持
参
致
し

候
へ
は
、谷
川
義
、屋
根
裏
ヲ
持
上
ケ
居
、き
ん
し
義
、火
ヲ
挿
し
申
候
、無
間
も

〔
17
丁
オ
〕

火
も
ゑ
上
り
候
ニ
付
、
一
同
駈
出
し
自
身
番
屋
へ
欠
込
候
義
之
由
、
当
月
八
日
、

元
方
豊
吉
義
主
人
佐
吉
方
へ
参
り
候
節
、
同
人
豊
吉
へ
申
聞
候
は
、
当
人
住
替
ニ

相
出
度
候
ハ
ヽ
其
通
致
し
可
遣
間
、
あ
ま
り
主
人
之
語
讒
詐
不
申
候
様
町
役
人
ゟ

申
付
候
間
、
其
通
り
し
づ
か
へ
申
付
候
様
、
佐
吉
豊
吉
へ
申
候
由

〔
17
丁
ウ
〕

（
白
紙
）

E〔
18
丁
オ
〕

一
、
か
め
事
豊
平
義
は
、
生
国
加
賀
金
沢
出
生
ニ
而
、
弐
拾
ヶ
年
已
前
、
天
保
寅
年

中
両
親
倶
々
御
当
地
罷
出
、
巣
鴨
町
に
罷
在
、
拾
三
才
之
節
、
梅
本
屋
佐
吉
根
津

門
前
町
局
見
世
致
罷
在
候
砌
、
拾
五
ヶ
年
季
、
給
金
八
両
ニ
相
定
、
酌
取
奉
公
ニ

相
極
、
其
節
之
人
主
請
人
と
も
致
病
死
候
由
、
拾
三
ヶ
年
已
前
、
主
人
致
類
焼

〔
18
丁
ウ
〕

候
ニ
付
、
同
所
ニ
而
大
見
世
ニ
相
成
奉
公
罷
在
候
所
、
豊
平
実
兄
金
蔵
と
申
も
の

豊
平
え
用
事
有
之
、
拾
弐
ヶ
年
天
保
九
戌
年
中
之
由
、
罷
越
、
内
話
致
し
居
候
ヲ

主
人
見
咎
メ
、
主
人
え
無
沙
汰
ニ
内
話
致
候
段
不
埓
之
旨
に
而
、
金
蔵
ヲ
裏
之
方

へ
連
行
、
大
勢
ニ
而
種
々
打
擲
致
候
由
、
其
後
根
津
御
取
払
ニ
而
、
主
人
佐
吉
義

も
吉
原
町
へ

〔
19
丁
オ
〕

引
移
、
豊
平
義
も
、
人
主
請
人
相
改
遊
女
ニ
相
成
申
候
、
其
節
、
遊
女
証
文
ニ
書

替
候
ニ
付
、
六
拾
歳
ニ
相
成
候
実
親
伊
兵
衛
義
罷
越
掛
合
候
所
、
申
分
不
宜
候
迚
、

前
書
兄
同
様
多
勢
ニ
而
打
擲
致
、
惣
身
痛
ミ
渡
世
難
相
成
程
之
義
ニ
付
、
金
子
三

両
宛
呉
遣
し
内
済
致
候
由
、
其
後
豊
平
折
檻
ニ
逢
候
義
は
、
前
書
之
始
末
ニ
付

〔
19
丁
ウ
〕

度
々
之
事
ニ
而
、
其
後
揚
屋
町
へ
引
移
候
而
遊
女
屋
渡
世
罷
在
候
内
、
去
々
未
年

九
月
中
、
玉
芝
と
申
遊
女
致
欠
落
候
所
相
見
付
、
召
連
相
帰
り
候
上
、
主
人
佐
吉

よ
り
玉
芝
え
申
聞
候
は
、
豊
平
ゟ
銭
弐
百
文
貰
請
、
夫
ヲ
路
用
ニ
致
し
、
比
丘
尼

ニ
相
成
逃
可
申
旨
相
す
ヽ
め
候
積
り
ニ
申
成
候
様
、

〔
20
丁
オ
〕

主
人
佐
吉
ゟ
玉
芝
江
申
聞
候
得
共
、
跡
方
も
無
之
事
故
、
同
人
義
も
迷
惑
致
し
居

候
所
、
其
通
り
不
申
候
ハ
ヽ
、
取
斗
方
可
有
之
と
、
げ
ん
の
ふ
ヲ
以
、
玉
芝
頭
を

弐
ツ
三
ツ
打
候
得
は
、
苦
痛
ニ
絶
兼
、
豊
平
ゟ
弐
百
文
貰
請
候
趣
申
立
候
ニ
付
、

翌
三
日
豊
平
ヲ
裏
之
物
置
え
連
参
り
、
縄
ニ
而
箱
ニ
し
ば
り

〔
20
丁
ウ
〕

上
弓
之
折
ヲ
以
、
数
四
十
余
も
打
候
ニ
付
、
惣
身
痛
、
外
遊
女
見
兼
、
右
之
ヶ
条

ヲ
以
弐
ヶ
年
切
増
年
致
し
御
勘
弁
致
貰
候
由
、
平
日
食
物
は
外
遊
女
共
申
立
候
同

様
之
義
ニ
而
、
聊
之
不
調
法
有
之
候
而
も
、
弓
之
折
或
は
手
鍵
ヲ
以
打
擲
被
致
、

惣
身
痛
之
跡
絶
不
申
、
八
月
朔
日
ニ
は
八
朔
之
仕
舞
と
申
、
弐
朱
売
之
遊
女
は
弐

朱
、
壱
分

〔
21
丁
オ
〕

売
之
遊
女
ハ
壱
分
ツ
ヽ
札
金
為
差
出
、
尓
今
月
見
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
、
札
金
之
手

当
も
無
之
、
其
節
は
年
季
入
候
歟
、
左
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
又
々
強
折
檻
ニ
逢
可
申

と
、
何
分
其
日
ヲ
送
り
兼
、
迚
も
主
人
方
ニ
而
被
責
殺
候
よ
り
、
吉
原
町
可
焼
払

存
心
ニ
は
無
之
候
得
共
、
早
速
人
目
ニ
懸
り
候
所
へ
付
火
致
し
候
ハ
ヽ
、
直
ク
ニ

人
集
り
揉
消
可
申
間
、
其
紛
ニ
名
主
方
へ
欠
込
、

〔
21
丁
ウ
〕

御
上
様
之
御
仕
置
受
候
方
ま
し
と
存
、
一
同
申
合
候
、
福
川（

岡
）、

谷
川
、
き
み
し
、

玉
芝
等
へ
相
頼
取
斗
貰
ひ
、
豊
平
義
者
、
二
階
下
共
主
人
其
外
之
も
の
へ
不
知
様

心
付
居
候
よ
し
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F〔
22
丁
オ
〕

豊
平
日
記
写

一
、
未
十
月
朔
日
、
は
ん
ニ
居
残
り
、
毎
晩
〳
〵
足
を
近
く
来
て
、
其
後
居
続
ニ
居

て
勘
定

一
、
金
弐
分　
字
不
分

朱
分

か

一
、
金
三
分
斗
之
勘
定
で
居
残
り
ニ
成
て
居
て
、
飯
ヲ
喰
せ
ず
、
お
客
が
遊
ん
て
金

が
な
く
つ
て
、
居
の
こ
り
ニ
成
、
其
居
残
り
ニ
飯
を
不
喰
、
ま
事
ニ
可
愛
そ
ふ
故
、

飯
を
買
て
為
喰
、
夫
が
内
証
へ
知
れ
、
十
月
朔
日
の
晩
か
ら
腰
縄
て
内
証
え
居
ら

セ
ら
れ
、
二
日
之
晩
迄
居
り
、
其

〔
22
丁
ウ
〕

上
色
々
の
責
折
檻
為
逢
、
あ
る
事
あ
ら
れ
ぬ
事
を
い
わ
れ
、
夫
か
ら
又
す
わ
つ
て

居
て
、
漸
客
人
が
上
つ
て
詫
事
が
す
み

未
九
月
十
四
日
、
玉
芝
と
ゆ
ふ
子
供
が
逃
て
、
同
十
月
三
日
之
晩
、
漸
さ
か
し
て

連
て
帰
り
、
其
夜
は
内
々
其
子
を
だ
ま
し
、
豊
平
が
小
遣
を
二
百
文
く
れ
て
迯
し

た
と
い
ゑ
、
そ
ふ
す
れ
バ
手
前
は
ふ
ち
も
敲
も
し
な
い
、
入
用
も
懸
な
い
か
ら
、

な
ん
で
も
豊
平
が
迯
し
た
と
言
へ
と
旦
那
ニ
い
わ
れ
、
其
子
も
苦
し
い
思
を
す
る

よ
り
其

〔
23
丁
オ
〕

方
が
よ
い
と
お
も
ふ
た
ゆ
ゑ
、
豊
平
さ
ん
ニ
小
遣
ひ
を
弐
百
文
貰
つ
て
迯
ろ
と
い

つ
た
か
ら
、
夫
て
迯
た
と
言
、
私
は
夢
に
も
知
ら
ぬ
事
、
四
日
の
朝
、
内
証
て
皆

遊
女
一
同
ニ
呼
、
旦
那
之
ゆ
ふ
ニ
は
、
玉
芝
を
迯
し
た
の
は
、
豊
平
が
小
遣
を
弐

百
文
遣
つ
て
迯
し
た
そ
ふ
だ
、
ふ
と
い
や
つ
だ
と
、
直
ニ
私
壱
人
髪
部
屋
の
奥
之

明
店
え
連
て
往
て
、
箱
懸
て
其
儘
は
ら
ば
い
ニ
し
て
、
弓
の
棒
て
四
十
五
、六
斗

〆
、
夫
か
ら
又
縄
を
結
て
、
え
り
首
や
手
の
く
び
れ
る
程
箱
懸
て
〆
上
ケ

〔
23
丁
ウ
〕

て
、
暮
方
迠
飯
も
不
喰
、
湯
も
茶
も
呑
ま
せ
す
ニ
〆
つ
け
ら
れ
、
既
ニ
死
ぬ
所

を
、
く
や
し
い
一
心
て
眼
も
ま
ハ
さ
ず
、
日
の
暮
方
に
傍
輩
玉
つ
た
が
詫
言
ニ
言

た
な
ら
、
旦
那
の
言
に
は
、
ヶ
条
年
季
を
入
た
な
ら
縄
を
免
し
て
遣
る
が
、
ヶ
条

年
季
を
入
な
け
れ
ば
、
吉
原
之
き（

規
矩
）く

が
は
づ
れ
る
と
言
つ
た
い
ふ
て
参
り
、
私
も

苦
し
み
は
被
替
ず
、
夫
ゆ
へ
ヶ
条
年
季
ヲ
入
ま
す
と
言
て
詫
言
し
て
貰
ひ
、
夫
て

な
け
れ
ば
ミ
す
〳
〵
死
て
仕
舞
ゆ
へ
、
縄
を
解
て
か
ら
と
思
つ
て
そ
ふ
言
て

〔
23
丁
ウ
〕

遣
た
な
ら
、
直
ニ
縄
を
解
て
呉
、
其
儘
ニ
し
て
置
た
な
ら
、
十
八
日
か
ら
十
一
月

の
八
日
迠
、
腰
縄
て
内
証
え
居
ら
せ
ら
れ
、
な
ぜ
元
方
を
呼
で
片
を
付
な
い
、
ふ

と
い
や
つ
と
言
て
昼
夜
寝
さ
し
も
せ
ず
、
居
り
切
ニ
さ
せ
ら
れ
、
同
十
一
月
八
日

ニ
実
伯
父
か
参
り
、
よ
も
や
お
ま
へ
は
此
様
之
事
を
仕
や
し
ま
い
、
な
ん
て
も
年

季
ニ
す
る
事
は
出
来
な
い
と
言
て
承
知
し
な
い
と
こ
ろ
を
、
漸
た
ま
し
て
、
年
季

に
し
て
貰
て
仕
舞
、
そ
ふ
仕
な
い
と
又
と
ん
な
目
に
逢
せ
ら
れ
る
か
と
、
夫
れ
で

年
季
ニ
結
ひ
、
其
後

〔
24
丁
オ
〕

度
々
其
玉
芝
が
逃
、
旦
那
も
中
々
そ
ふ
〳
〵
は
政（

制
道
）道

が
不
続
、
仕
方
な
し
に
其
子

を
箱
に
か
け
て
、
ほ（

絆
）た

を
は
め
て
、
私
の
〆
ら
れ
た
明
店
へ
ほ
り
込
て
置
、
其
時

傍
輩
の
も
の
は
、
つ
ら
か
に
く
い
と
言
て
僅
も
構
て
や
ら
す
、
夫
か
ら
、
弐
百
文

小
遣
ひ
を
ほ
ん
と
に
お
前
に
遣
て
豊
平
さ
ん
が
逃
し
た
の
が
う
そ
か
、
夫
を
ほ
ん

と
に
白
状
し
た
事
な
ら
、
皆
て
紙
も
買
て
や
ろ
ふ
、
豊
平
さ
ん
に
も
お
芋
で
も
買

て
貰
つ
て
遣
る
か
ら
、
ほ
ん
と
に
言
へ
と
言
て
、
其
子
を
た
ま
し
て
聞
た
な

〔
25
丁
オ
〕

ら
、
玉
芝
が
い
ふ
に
は
、
豊
平
さ
ん
、
是
斗
は
口
が
腐
つ
て
も
旦
那
へ
言
て
お
く

れ
で
な
い
、
お
前
が
是
を
ゆ
ふ
と
私
が
殺
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
と
言
た
か

ら
、
私
は
決
而
そ
ん
な
事
ハ
い
わ
な
い
か
ら
、
ほ
ん
と
の
所
ヲ
咄
し
て
お
聞
せ
と

言
た
な
ら
、
お
ま
へ
が
小
遣
ひ
を
弐
百
文
く
れ
て
逃
が
し
た
と
い
へ
ば
、
ふ
ち
も

た
た
き
も
し
な
い
か
ら
と
、
旦
那
か
呉
々
も
言
付
た
か
ら
、
無
拠
そ
ふ
言
た
の
て

あ
り
ま
す
と
、
私
ニ
白
状
し
ま
し
た
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〔
25
丁
ウ
〕

（
白
紙
）

G〔
26
丁
オ
〕

新
吉
原
京
町
壱
丁
目
半
兵
衛
地
借
遊
女
屋　
　
　

梅
本
屋
佐
吉
抱
遊
女
桜
木
日
記
写　
　
　
　
　
　

一
、八
月
之
廿
六
日
之
七
時
ニ
越
し
て
来
て
、九
月
之
廿
九
日
が
見
セ
開
き
で
、廿
八

日
之
晩
ニ
惣
助
さ
ん
と
又
兵
衛
さ
ん
が
口
を
聞
て
、旦
那
か
ら
金
を
壱
両
弐
分
か

り
て
貰
ひ
、夫
か
ら
直
ク
ニ
其
金
を
内
証
え
入
、手
と
り
壱
両
借
た
内
で
、人
に
も

借
を
返
し
、小
紋
之
着
物
を
買
、夫
か
ら
其
着
物
を
都
合
が
悪
い
故
、九
月
之
十
四

日
之
晩
ニ
質
置
、
夫
か
ら
又
九
月
の
廿
三
日
之
あ
さ
、
着
物
を
質
ニ
置
た
と
言
て
、

〔
26
丁
ウ
〕

箱
ニ
懸
て
し
は
り
、
夫
か
ら
昼
時
分
ニ
お
も
ふ
頃
に
、
吹
竹
て
ぶ
ち
、
私
も
年
季

ヲ
入
て
着
た
着
物
故
、
質
ニ
も
置
た
の
だ
が
、
夫
を
朝
か
ら
飯
も
食
す
ニ
縛
つ
た

り
ふ
た
れ
た
り
さ
れ
る
事
は
有
ま
い
と
思
ひ
、
腹
が
立
か
ら
泣
ま
し
た
な
ら
は
、

声
を
出
し
た
と
言
て
、
又
若
い
旦
那
が
又
ぶ
ち
ま
し
た
か
ら
、
誠
ニ
〳
〵
腹
か
立

て
仕
様
が
な
い
、
夫
か
ら
福
岡
さ
ん
、
余
り
縄
が
強
い
か
ら
少
し
ゆ
る
め
て
貰
ふ

た
ら
バ
、
仕
置
ニ
な
ら
ぬ
と
言
て
、
縄
を
き
つ
く
〆
置（

直
カ
）し

、
晩
迄
縛
て
置
ま
し
た

か
ら
、
日
入
七
ツ

〔
27
丁
オ
〕

半
頃
ニ
眼
を
ま
ハ
し
、
夫
か
ら
小
ひ
な
と
申
傍
輩
が
気
付
を
呑
セ
て
呉
、
夫
か
ら

漸
気
が
付
、
夫
か
ら
晩
方
ニ
成
て
か
ら
、
豊
平
さ
ん
と
い
う
傍
輩
と
福
岡
さ
ん
が

詫
言
ニ
立
て
呉
て
、
夫
か
ら
日
の
暮
方
ニ
縄
を
ほ
と
き
、
見
世
へ
出
、
夫
か
ら
霜

月
の
廿
三
日
之
晩
ニ
茶
の

（
（
（

転
多
之
帯
を
盗
出
し
て
、福

（
禿
の
名
）

次
に
頼
ミ
壱
両
の
質
に
遣
、

夫
か
ら
福
岡
と
い
ふ
傍
輩
と
豊
平
と
い
ふ
傍
輩
と
寄
場
へ
来
て
、
帯
を
質
ニ
遣
り

ハ
仕
な
い
か
と
聞
候
ゆ
へ
、
私
が
質
ニ
置
ま
し
た
と
申
候
得
は
、
其
時
も
あ
さ

〔
27
丁
ウ
〕

か
ら
晩
方
迄
箱
ニ
掛
ら
れ
、
夫
か
ら
傍
輩
が
弐
人
て
十
一
月
之
廿
八
日
迄
旦
那
ニ

言
沢
を
し
て
呉
て
、
夫
か
ら
私
も
内
証
へ
済
ぬ
と
思
ひ
、
度
々
元
方
え
人
遣
り
候

へ
共
、
元
方
が
病
気
で
参
り
不
申
候
ま
ゝ
、
夫
切
ニ
し
て
置
候
得
は
、
十
二
月
廿

八
日
之
朝
、
七
さ
ん
が
出
し
ぬ
け
ニ
聞
、
な
げ
や
り
ニ
し
て
あ
る
と
言
て
、
箱
ニ

掛
て
晩
方
迠
縛
り
、
夫
か
ら
惣
助
さ
ん
ニ
福
岡
さ
ん
が
三
人
て
掛
合
て
呉
て
、
昼

頃
ニ
箱
懸
て
尻
を
ま
く
つ
て
弓
之
棒
て
凡
五
十
斗
ぶ
ち
、
夫
か
ら
惣
助
さ
ん
が
仲

え
這
入
て

〔
28
丁
オ
〕

箱
ニ
懸
た
縄
を
ほ
と
き
、
夫
か
ら
腰
縄
ニ
し
て
十
二
月
之
廿
日
か
ら
廿
五
日
迠
腰

縄
ニ
し
て
置
、
廿
日
之
日
ニ
は
一
日
食
す
ニ
置
、
廿
一
日
之
日
ニ
は
朝
食
せ
て
、

夜
は
不
喰
、
廿
二
日
之
日
は
朝
不
喰
ニ
晩
弐
ぜ
ん
為
喰
、
廿
三
日
は
晩
ニ
て
昼
ニ

不
喰
、
廿
四
日
は
朝
為
喰
て
晩
ニ
不
喰
、
夫
か
ら
十
二
月
廿
五
日
の
日
ニ
惣
助
さ

ん
が
品
川
え
往
て
呉
て
、
廿
七
日
ニ
元
方
が
来
る
と
言
て
縄
を
掛
合
て
預
か
つ
て

呉
、
夫
か
ら
又
、
元
方
が
こ
な
い
故
、
廿
九
日
之
朝
、
内
証
へ
呼
、
ゑ
ん
き
棚
之

前
へ
為
居
て
、
夫
か
ら
は
年
季
を
入

〔
28
丁
ウ
〕

な
い
と
言
て
、
階
子
之
下
之
板
之
間
え
、
私
の
傍
輩
の
き
ん
し
と
し
つ
か
と
三
人

て
板
之
間
え
被
居
、
夫
か
ら
福
岡
さ
ん
と
豊
平
さ
ん
と
弐
人
て
、
旦
那
か
ら
預
て

呉
、
金
が
は
い
ら
ぬ
と
言
て
縛
つ
た
り
、
夫
か
ら
正
月
の
廿
九
日
之
晩
ニ
金
を
拾

三
両
借
、
三
両
仕
舞
之
金
に
入
、
壱
両
が
帯
之
借
、
壱
両
弐
分
が
暮
之
借
、
元
方

へ
壱
両
遣
り
、
壱
両
弐
分
請
取
、
毎
々
入
用
ニ
、
四
月
十
七
日
昼
、
大
多
や
と
申

茶
屋
之
客
が
、
豊
平
と
言
傍
輩
と
重
崎
と
私
と
都
合
て
四
人
て
一
座
し
て
、
其
重

崎
の
客
の
き

〔
29
丁
オ
〕

せ
る
が
な
く
な
り
、
夫
か
ら
十
八
日
朝
、
私
義
聞
糺
シ
ま
し
た
が
、
知
ぬ
物
故
、

と
こ
迠
も
知
ぬ
と
申
候
得
は
、
何
も
し
ら
ぬ
事
は
な
い
と
申
て
、
私
を
箱
ニ
懸
て
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鉤
し
て
、
足
の
漸
爪
先
之
畳
え
漸
障
る
位
ニ
鉤
し
、
鉄
の
は
ま
つ
て
居
る
手
鍵
て

廿
壱
ふ
ち
、
足
も
手
も
聞
か
な
い
内
ニ
、
ま
だ
ふ
て
る
と
言
て
ふ
ち
、
夫
か
ら
大

多
や
と
ゆ
ふ
茶
や
か
ら
壱
座
の
松
波
と
玉
づ
た
之
客
が
来
て
、
私
を
知
て
く
れ
て

上
ら
れ
た
か
ら
、
漸
二
階
へ
上
り
ま
し
た
が
、
上
る
事
出
来
す
、
夫
か
ら
十
日
斗
、

お
飯
も
喰
す
ニ
居
ま
し
た

〔
29
丁
ウ
〕

（
白
紙
）

H
―
Ⅰ　
（
小
雛
不
要
之
日
記
写
）

（
H
―
Ⅰ
は
30
丁
～
34
丁
の
嘉
永
二
年
三
月
七
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
の
ひ
と
ま
と

ま
り
の
記
録
で
あ
る
が
、
乱
丁
が
み
ら
れ
る
。
時
系
列
を
追
う
と
、
本
来
は
、
①
34

丁
オ
・
ウ
、
②
33
丁
オ
・
ウ
、
③
32
丁
オ
・
ウ
、
④
31
丁
オ
・
ウ
、
⑤
30
丁
オ
・
ウ

の
順
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
便
宜
上
、
各
丁
の
冒
頭
に
、
①
～
⑤
で
順

を
付
し
て
お
く
。）

⑤
〔
30
丁
オ
〕

客
に
仕
舞
て
貰
ひ　

○
五
日
朝
、
ひ
き
わ
り
め
し
に
お（

お
汁
）

し
い
、
お
や（

夜

食

）

し
よ
く
、
か
う

〳
〵
て
茶
漬
、
其
夜
は
お
茶
を
引
、
何
事
も
な
し　

○
六
日
朝
、
引
割
飯
に
お
し
い
、

し（
し
じ
み
カ
）

ゝ
め
、
其
日
も
め
ん
き
も
の
を
き
て
ハ
見
世
へ
は
出
さ
な
い
、
お（

梅
本
屋
ふ
く
）

ふ
く
さ
ん
い
ゝ

出
し
、
夫
も
桜
木
さ
ん
の
事
か
ら
事
起
り
、
小
旦
那
と
も
〳
〵
に
小
言
を
い
ゝ
、
と

ふ
〳
〵
昼
見
世
へ
出
さ
す
、
昼
見
世
を
引
、
よ
ふ
〳
〵
玉
蔦
さ
ん
へ
詫
事
を
し
て
も

ら
い
て
、
き
ぬ
染
き
ぬ
ま
て
も
、
と
も
〳
〵
わ
ひ
事
が
す
み
、
夜
る
の
見
世
え
出
し

て
も
ら
い
、
其
夜
、
木
場
の
旦
那
を
見
か
け

〔
30
丁
ウ
〕

あ
が
つ
た
処
、
小
旦
那
、
小
ひ
な
ハ
よ
せ
と
、
新
兵
衛
に
い
つ
た
所
、
御
客
ハ
外
の

も
の
て
ハ
承
知
せ
す
、
そ
れ
故
、
ふ
つ
〳
〵
い
つ
て
口
を
か
け
、
其
夜
は
何
事

（
以
下
、
白
紙
）

④
〔
31
丁
オ
〕

を
い
ゝ
、
お
や
食
ハ
、
か
ら
の
い
つ
た
の
に
い
わ
し
を
二
疋
お
か
つ
に
つ
け
て
、
あ

つ
た
か
い
飯
を
喰
せ
、
其
夜
は
お
茶
を
引
、
九
半
時
分
ニ
大
旦
那
帰
り
、
間
も
な
く

寝
て
し
ま
い
、
其
よ
り
小
旦
那
二
階
に
い
つ
て
酒
を
も
ん
て
こ
い
と
い
つ
て
く
れ
、

豊
井
さ
ん
、
豊
重
さ
ん
の
所
て
さ
け
を
の
み
、
八
ツ
過
寝　

○
廿
九
日
、
朝
は
寝
て

い
て
し
ら
す
、
お
夜
食
ハ
お
か
い
、
大
旦
那
留
守
、
其
夜
ハ
徳
さ
ん
参
り
何
事
も
な

し　

○
晦
日
朝
、
あ
つ
た
か
い
飯
に
香
〳
〵
、
お
や
し
よ
く
茶
漬
、
香
〳
〵
、
其
夜

は
御
茶
を
引
、
按
摩
を
さ
せ
ら
れ
、
八
ツ
を
打
て

〔
31
丁
ウ
〕

寝　

○
四
月
朔
日
、
亥
の
朔
日
、
朝
き
り
ほ
し
の
お
し
い
に
、
あ
つ
た
か
い
飯
、
其

後
か
ら
を
い
つ
て
ミ
ん
な
に
喰
せ
、
お
夜
食
は
か
ら
の
お
じ
や
、
其
夜
は
七
さ
ん
参

り
、
何
事
も
な
し
、
○
二
日
朝
、
香
〳
〵
で
茶
漬
、
お
夜
食
も
か
う
〳
〵
で
茶
漬
、

其
夜
は
お
茶
を
引
、
大
旦
那
に
さ
け
を
御
馳
走
ニ
成
、
重（

繁
咲
）咲

、
谷
川
、
松
波
、
わ
た

し　

○
三
日
朝
、
香
〳
〵
て
茶
漬
、
お
夜
食
も
か
う
〳
〵
て
茶
漬
、
其
夜
ハ
お
茶
を

引
、
何
事
も
な
し
、
八
ツ
を
打
て
寝　

○
四
日
朝
、
か
う
〳
〵
て
茶
漬
、
お
夜
食
か

う
〳
〵
て
茶
漬
、
其
茶（

夜
カ
）は

谷
川
さ
ん
の
初
会
の

③
〔
32
丁
オ
〕

其
夜
は
お
茶
を
引
、
何
も
い
わ
す
八
ツ
を
打
て
ね　

○
廿
四
日
、
朝
お
そ
く
成
、
見

世
を
つ
け
ろ
と
い
つ
て
湯
へ
も
い
れ
ぬ
さ
ん
だ
ん
し
、
あ
ふ
れ
女
郎
め
ら
が
は
め
を

は
づ
し
て
寝
る
か
ら
此
様
子
、
お
そ
い
と
、
有
に
あ
ら
れ
ぬ
小
言
を
い
い
、
芋
殻
の

お
し
い
に
、
あ
つ
た
か
い
お
ま
ん
ま
、
し
た
く
を
し
て
し
ま
つ
て
も
、
余
り
せ
け
ん

な
み
は
づ
れ
て
い
て
、
見
世
へ
も
だ
せ
す
、
髪
部
屋
に
遊
ハ
せ
て
お
き
、
お
夜
食
は

芋
殻
の
お
じ
や
、
香
〳
〵
ハ
喰
せ
す
、
其
夜
ハ
徳
さ
ん
参
り
、
何
事
も
な
し　

○
廿

五
日
、
朝
ハ
お
ま
ん
に
い
つ
た
の
に
、
お
せ（

膳
）ん

は
か
り
だ
し
て
お
い
て
、
ま
が

〔
32
丁
ウ
〕

わ
る
く
、
帰
つ
て
き
た
ら
、
み
ん
な
く
い
た
く
な
い
か
ら
飯
に
し
な
い
、
若
い
も
の

に
た
べ
ろ
と
い
つ
て
、
女
郎
に
は
喰
せ
ず
、
お
や
食
ハ
香
〳
〵
ニ
て
茶
漬
、
其
夜
ハ
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新
さ
ん
仕
舞
て
呉
、
何
事
も
な
し
、
○
廿
六
日
、
朝
芋
か
ら
の
お
じ
や
、
お
や
食
は

香
〳
〵
で
茶
漬
、
大
旦
那
留
守
、
其
夜
は
お
茶
を
引　

○
廿
七
日
、
朝
あ
つ
た
か
い

飯
に
香
〳
〵
、
大
旦
那
留
守
、
お
夜
食
茶
漬
、
大
旦
那
帰
り
、
其
夜
は
佐
々
木
さ
ん

に
仕
舞
て
貰
ひ
、
其
夜
す
け
見
世
に
出
な
い
と
い
つ
て
さ
ま
〳
〵
の
し
や
く
を
い
ゝ

○
二
十
八
日
の
朝
、
香
〳
〵
て
茶
漬
、
か
げ
て
昨
夜
の
小
言

②
〔
33
丁
オ
〕（
乱
丁
）

勤
を
よ
こ
せ
と
い
わ
れ
、
さ
ま
〳
〵
に
し
か
ら
れ
、
か
ら
の
お
じ
や
、
其
夜
ハ
弥
吉

さ
ん
参
り
、
何
事
も
な
し　

○
十
五
日
、
あ
げ
、
昼
夜
く
わ
ず
、
其
夜
ハ
仕
舞
て
貰

て
、
徳
さ
ん
参
り
、
何
事
も
な
し　

○
十
六
日
、
あ
げ
に
出
、
昼
夜
喰
わ
ず
、
其
夜

ハ
御
茶
を
引
、
半
時
斗
あ
ん
ま
を
さ
せ
ら
れ　

○
十
七
日
、
朝
ひ（

干
葉
）ば

の
お
し
や
、
ま

た
あ
し
を
も
ま
せ
ら
れ
、
お
や
食
ハ
な
し
、
其
夜
豆
い
り
を
く
れ
、
其
後
内
証
へ
呼

れ
、
さ
け
を
ご
馳
走
に
成　

○
十
八
日
、
朝
か
う
〳
〵
て
茶
漬
、
お
や
食
は
同
し
事
、

ま
た
あ
ん
ま
を
さ
せ
ら
れ
、
其
夜
ハ
七
ツ
迠
お
き
ば
ん　

○
十
九
日
、
朝
塩
断
て
喰

わ
ず
、
お
夜
食
は
茶
漬
の
香

〔
33
丁
ウ
〕

〳
〵
て
茶
づ
け
、其
夜
は
初
会
に
出
、何
事
も
な
し　

○
廿
日
、く
さ
つ
た
か
ら
〳
〵
で

茶
漬
、
お
夜
食
あ
さ
り
の
お
し
い
で
お
ま
ん
ま
、
そ
の
夜
ハ
馴
染
の
御
客
参
り
、
何

事
も
な
し　

○
廿
一
日
、
朝
寝
て
い
て
し
ら
す
、
お
夜
食
あ
さ
り
の
御
汁
で
あ
つ
た

か
い
お
ま
ん
ま
、
其
夜
ハ
初
会
に
出
、
何
事
も
な
し　

○
廿
二
日
、
朝
寝
て
し
ら
す
、

お
夜
食
香
〳
〵
で
茶
漬
、昼
見
世
を
引
て
、足
を
た
ゝ
か
せ
ら
れ
、其
夜
ハ
お
茶
を
引
、

肩
を
た
た
か
せ
ら
れ
、
八
ツ
を
う
つ
て
ね　

○
廿
二
日
朝
は
お
粥
に
香
〳
〵
、
お
夜
食

も
お
か
ゆ
ニ
茶
漬
、
お
せ
ん
の
上
て
、
小
言
を
ば
ん
じ
請
さ
せ
ぬ
さ
ん
だ
ん
を
し

①
〔
34
丁
オ
〕

嘉
永
二
と
り

三
月
七
日
、
朝
く
さ
つ
た
香
〳
〵
で
茶
漬
、
内
証
の
前
を
と
ふ
る
と
き
、
其
な
り
て

い
る
と
う
つ
ち
や
つ
て
お
か
ぬ
と
申
、
お
や
し
よ
く
ハ
し
や
け
の
あ
た
ま
の
た
ゝ
い

た
お
じ
や
、
其
夜
は
初
会
に
て
、
跡
か
ら
徳
さ
ん
参
り
、
何
事
も
な
し　

○
同
八
日
、

朝
あ
つ
た
か
い
め
し
に
く
さ
つ
た
か
う
〳
〵
、
し
を
立
、
お
や
し
よ
く
ハ
た
へ
す
、

昼
見
世
を
引
て
、
て
い
さ
ん
に
仕
舞
て
も
ら
い
、
夜
ハ
見
世
を
は
り
、
お
茶
を
引
、

八
ツ
を
打
て
ね
る　

○
九
日
、
朝
な
の
お
じ
や
、
お
や
し
よ
く
ハ
か
う
〳
〵
て
茶
つ

け
、
其
夜
ハ
徳
さ
ん
参
り
何
事
も
な
し　

○
十
日
、
徳
さ
ん

〔
34
丁
ウ
〕

朝
寝
を
し
、
ひ
る
の
内
帰
り
、
夜
見
世
を
は
つ
て
か
ら
、
九
ツ
過
ぎ
ニ
、
又
徳
さ
ん

あ
か
つ
て
其
夜
も
何
事
も
な
し
、
○
十
一
日
、
朝
ハ
か
う
〳
〵
て
茶
漬
、
お
や
し
よ

く
ハ
あ
さ
り
を
煮
て
喰
せ
、
其
夜
は
お
茶
を
引
き
、
九
ツ
半
か
ら
八
ツ
過
ま
で
あ
ん

ま
を
さ
せ
ら
れ　

○
十
二
日
、
朝
か
う
〳
〵
て
茶
づ
け
、
お
や
し
よ
く
も
こ
つ
ち
の

仲
間
へ
ハ
わ
る
ひ
か
う
〳
〵
で
茶
づ
け
、
其
夜
ハ
徳
さ
ん
参
り
ふ
た
と
き
は
づ
し
、

何
事
も
な
し　

十
三
日
、
朝
お
じ
や
、
お
夜
食
み
つ
ば
の
根
の
い
り
付
の
お
か
す
、

其
夜
ハ
初
会
に
出
、
跡
か
ら
徳
さ
ん
参
り
、
何
事
も
な
し　

○
十
四
日
、
朝
徳
さ
ん

帰
り
か
お
そ
く
成
、
小
旦
那
に

H
―
Ⅱ

〔
35
丁
オ　

こ
こ
か
ら
異
筆
〕

い
つ
て
跡
も
ふ
す
こ
し
ま
つ
て
お
く
ん
な
さ
い
と
い
つ
た
な
ら
、
そ
ん
な
事
を
言
わ

せ
る
物
か
と
言
て
、
手
鍵
下
ケ
て
来
よ
う
ふ
と
仕
た
所
を
、
吉
里
さ
ん
た
つ
て
と
頼

ミ
、
漸
々
の
事
で
見
世
え
出
、
其
夜
は
お
茶
を
引
、
ひ
る
ま
の
事
が
有
ゆ
へ
、
か
く

べ
つ
事
も
言
わ
づ
、
七
ツ
過
キ
に
、
み
ん
な
寝
か
し
、
二
日
、
朝
飯
に
茄
子
壱
ツ
、

其
内
旦
那
湯
え
は
い
ツ
て
仕
舞
、
夫
か
ら
髪
部
屋
の
も
の
も
湯
え
は
い
ツ
て
も
い
ゝ

か
と
き
ゝ
に

〔
35
丁
ウ
〕

や
り
ま
し
た
ら
、
使
に
い
つ
た
米
吉
に
、
お
れ
は
し
ら
な
い
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
ゆ

へ
、
女
郎
衆
達
も
は
い
る
に
は
は
い
ら
れ
づ
、
ど
ふ
し
た
ら
よ
か
ろ
ふ
と
、
み
ん
な

顔
を
見
合
せ
て
居
た
な
ら
、
こ
い
つ
ら
わ
ふ
と
い
や
つ
ら
だ
、
せ
つ
か
く
拵
た
湯
へ

は
い
り
も
し
な
い
で
、
お
れ
に
鼻
を
あ
か
せ
る
、
ミ
ん
な
馴
合
と
言
、
ふ
と
い
奴
だ
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と
、
弐
人
り
の
け
て
、
跡
み
ん
な
な
ら
べ
て
お
い
て
、
は
し
か
ら
は
じ
め
て

〔
36
丁
オ
〕

手
か
ぎ
で
し
め
て
息
も
附
ケ
ぬ
よ
ふ
な
目
に
あ
い
、
夫
か
ら
わ
び
事
を
し
て
、湯
へ

は
い
ろ
ふ
と
思
ツ
た
な
ら
、ま
だ
は
い
ら
な
い
か
、最
ふ
湯
ハ
た
て
な
い
、は
い
る

事〻
〻

〻

〻

は
な
ら
な
い〻
と
い
つ
て
、又
手
か
ぎ
を
も
つ
て
来
て
、片
ツ
端ぱ

し
し
め
、万
事
皆
手
前

之
方
で
意
地
悪
く〻
い
事
を
し
て
お
ゐ
て
、
女
郎
に
徒
党
す
る
と
小
言
を
言
に
、
谷
川
、

朔
日
に
金
を
借
り
、
弐
分
弐
朱
分
か
り
、
壱
分
八
朔
之
仕
舞
の
金
に
、
壱
分
で

〔
36
丁
ウ
〕

単
物
弐
枚
出
し
、
弐
朱
は
人
ニ
か
へ
し
、
中
々
壱
ト
月
は
た
せり

か
づ
、
二
日
の
日
に
玉

芝
の
単
も
の
弐
枚
借
、
壱
枚
手
ま
へ
の
単
も
の
を
為
持
て
入
替
ニ
や
る
所
を
見
つ
け

ら
れ
、
人
の
も
の
を
手
込
ミ
に
出
し
て
質
に
や
る
ど
ろ
ぼ
ふ
だ
と
い
つ
て
、
一
日
し

ば
ら
れ
、
見
世
が
ひ
け
て
か
ら
、
め
し
を
喰
へ
と
い
ゝ
、
縄
を
と
き
に
来
た
所
を〻
、

く
る
し
ま
ぎ
れ
ニ
な
わ
を
ぬ
い
て
居
た
ら
、
是
で
は
い
た
く
な
い
、
だ
れ
か

〔
37
丁
オ
〕

こて

をふ
付

〻

〻

た
と
言
て
、
弓
の
棒
を
持
ツ
て
来

〻

〻

た
なか

らら
、
手
水
に
行
た
い
と
い
つ
て
立
て

居
て
か
ん
か
へ
、
外そ

と
え
出
よ
ふ
と
仕
た
所
、
つ
ら
ま
り
、
入
ば
で
十
五
六
くから
さ

〻

〻

れ
、

弓
の
棒
で
し
め
て
、
当
人
は
気
を
失

うひ〻
よ
ふ
す
、
又
飯
も
喰
せ
ず
に〻
か
ら
だ
の
皮
の

む
け
る
ほ
ど
縄
を
し
め
な
を
さ
れ
、
日
の
暮
方
に
漸
々
金
五
郎
さ
ん
、
惣
助
さ
ん
にで

わ
び
事
を
し
、
其
後
直
に
見
せ
え
出
さ
れ　

○
朔
日
の
御
や
し
よ
く
に
、
五
人
斗
で

〔
37
丁
ウ
〕

い
つ
た
な
ら
、
お
か
ず
の
あ
ま
り
を
盛
て
出
し
た
所
、
こ
い
つ
ら
は
三
度
〳
〵
飯
に

来
る
、
く
わ
な
い
者
に
や
れ
ば
い
ゝ
と
帳
場
か
ら
声
を
か
け
、
兎
角
く
わ
せ
る
物
を

お
し
み
、
少
し
永
く
お
ぜ
ん
に
居す

わ
ツ
て
居
る
と
、
小
言
を
い
ゝ
、
夫
が
つ
ら
さ
に
、

旦
那
の
居
る
時
は
、
つ
ひ
に
腹
の
く
ち
く
成
る
程
た
べ
た
る
事
ハ
な
し　

○
二
日
の

お
夜
食
、
く
さ
ツ
た
た
く
あ
ん
の
き
ば
ん
だ
の
で
お
ま
ん
ま
、
其
夜
ハ

〔
38
丁
オ
〕

お
茶
を
ひ
き
、
格
別
の
事
も
い
わ
ず
、
七
ツ
過
ニ
寝
か
し
、
万
事
食
も
の
を
お
し
か

ツ
て
、
喰
と
小
言
を
い
ゝ
、
誠
ニ
お
ぜ
ん
場
へ
い
か
な
い
と
、
な
ぜ
め
し
を
く
わ
な

い
、
め
し
に
こ
な
い
で
居
る
と
、
飯
を
く
わ
ず
に
買
喰
斗
し
て
み
ん
な
は
だ
か
に
成

る
と
言
て
、
躰
の
能い

ゝ
事
ヲ
言
て
し
め
ら
れ　

○
三
日
、
蚊か

や帳
を
た
ゝ
ん
で
い
つ
も
の

所
へ
置
た
な
ら
、
な
ぜ
始
末
を
し
て
お
か

〔
38
丁
ウ
〕

な
い
、
晩
か
ら
か
さ
な
い
と
い
つ
て
、
夫
か
ら
見（

表
座
敷
）

通
し
へ
置
て
参
り

（
以
下
、
白
紙
）

H
―
Ⅲ

〔
39
丁
オ　

こ
こ
か
ら
異
筆
〕

申
八
月
廿
五
日
乃
夜
、
福
伊
世
の
主
人
、
梅
本
へ
売
渡
し
た
や
ら
。ど
う
し
た
や
ら
、

七
ツ
過
に
髪
部
屋
に
寝
て
い
る
も
の
を
。ミ
な
お
起
し
、お
客
で
い
る
も
の
も
ミ
な

よ
ひ
集
て
。此
度
お
た
か
ひ
の
不
仕
合
つ
ゝ
き
、梅
本
さ
ん
へ
お
た
の
ミ
申
た
か
ら
、

こ
れ
か
ら
ハ
格
別
ニ
骨
を
折
て
く
ん
な
と
い
ゝ
わ
た
し
て
、其
場
を
立
て
し
ま
い
。

と
う
ゆ
う
わ
け
か
き
こ
ふ
と
お
も
つ
て
待
て
と
く
ら
せ
と
。
主
人
ハ
こ
ず
、
下
へ
い

つ
て
様
子
を
き
こ
ふ
と
思
つ
て
。下
へ
き
て
見
れ
は
。も
う
主
人
ハ
不
居
、ど
う
ゆ
う

〔
39
丁
ウ
〕

わ
け
か
。
わ
か
ら
す
に
。
皆
不
思
議
に
思
つ
て
居
た
な
ら　

○
廿
六
日
に
、
梅
本
の

主
人
引
移
り
、
肝
を
つ
ぶ
し
主
人
に
お
き
さ
り
に
逢
、
其
よ
し
を
い
ろ
〳
〵
に
い
つ

た
け
れ
と
、
死
人
口
な
し
の
よ
う
ふ
な
わ
け
で
。
し
よ
う
ふ
が
な
く　

○
廿
六
日
の

朝
、
冷
飯
に
な
す
の
香
こ
の
く
さ
つ
た
の
で
中
々
く
わ
れ
す
、
夫
故
、
め
し
に
で
な

い
て
い
た
な
ら
。
た
と
へ
ま
づ
く
つ
て
も
、
主
人
の
く
わ
せ
る
も
の
、
な
ぜ
く
わ
な

い
で
い
て
買
喰
を
す
る
と
小
言
を
い
つ
て
、
し
よ
ふ
が
な
い
か
ら
お
ま
ん
ま
に
。
い

け
ハ
、
一
せ
ん
く
つ
て
、
二
ぜ
ん
の
飯
に
な
る
と
、
ね
て
い
て
も
お
き
て
き
て
た
ん

と
喰
て
、
早
々

〔
40
丁
オ
〕

し
ま
へ
と
。
小
言
を
い
ふ
ゆ
へ
。
と
ん
な
に
腹
か
へ
つ
て
も
、
跡
を
給
よ
ふ
と
い
ふ
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わ
け
も
い
か
ず
、
ひ
も
じ
ひ
腹
を
か
ゝ
え
て
ハ
、
さ
ん
だ
ん
を
し
て
ハ
飯
を
買
て
く

ひ　

○
其
上
あ
ふ
れ
る
と
、
毎
晩
〳
〵
あ
ふ
れ
て
も
何
と
も
い
は
な
い
と
い
つ
て
。

手
鍵
で
か
た
つ
ぱ
し
な
ら
べ
て
お
い
て
、
ふ
と
い
や
つ
だ
、
客
を
と
る
と
い
つ
て
証

文
を
し
て
き
て
い
な
か
ら
、
ぐ
ず
〳
〵
と
あ
ぶ
れ
て
い
や
あ
が
る
、
ふ
と
い
や
つ
だ

と
端
か
ら
端
ま
て
〆
、
八
月
廿
六
日
の
日
か
ら
、
大
旦
那
い
る
内
は
つ
い
に
腹
を
く

ち
く
し
た
る
事
ハ
な
く
。
十
月
十
八
日
の
夜
、
若
梅
、
静
、
琴
吹
、
重
春
、
小
雛
、

お
茶
を
引
。
八
ツ
ま
て
内
証
の
前
へ
ろ
う

〔
40
丁
ウ
〕

そ
く
を
付
て
、
手
紙
ヲ
か
こ
う
と
硯
箱
を
も
つ
て
き
て
。
か
こ
ふ
と
思
つ
た
な
ら
。

旦
那
、
手
紙
を
書
に
ハ
お
よ
は
な
い
。
丁
の
作
法
を
し
つ
て
ゐ
る
か
。
三
日
あ
ふ
れ

て
ハ
、
井
へ（

の
カ
）水

を
入
て
も
た
せ
て
。
お
く
の
が
ほ
ん
し
き
だ
、
其
分
で
ハ
お
か
な
い

と
い
わ
れ
、
ど
ん
な
も
の
で
も
う
つ
ち
や
つ
て
お
か
ぬ
と
い
ゝ
、
申
九
月
、
見
世
開
、

昼
夜
仕
舞
、
十
月
廿
六
日
夷
子
講
、
昼
仕
舞
、
十
二
月
十
四
日
煤
は
き
の
仕
舞
、
小

言
の
百
言
も
い
つ
て
、
壁

（
（
（

と
ま
が
き
ハ
弐
朱
に
ま
け
て
や
る
と
の
事
、
夫
で
マ
ア
昼

間
斗
、
夜
ハ
本
見
世
を
は
り
、
正（

マ
マ
）月

廿
四
日
、
朝
寝
て
い
る
時
、
小
旦
那
ニ
ま
く
ら

れ
、
お
粥
に
餅
の
這
入
た
の
、
お
夜
食

〔
41
丁
オ
〕

あ
つ
か
か
い
お
ま
ん
ま
。
く
さ
つ
た
菜
漬
の
か
う
〳
〵
、
三
せ
ん
斗
喰
ふ
と
、
大
旦

那
、
玉
芝
に
い
ふ
積
て
。
誰
の
腹
も
同
し
事
だ
か
ら
。
た
ん
と
く
ゑ
と
。
し
や
く
を

い
ひ
。
早
々
仕
舞
つ
て
。
帰
り
。
其
夜
、
お
茶
を
引
、
八
ツ
迠
な
い
し
よ
の
前
へ
ふ

き
掃
除
て
す
わ
り
、
八
を
打
て
ね
て
仕
舞
、
八
ツ
半
時
分
ニ
、
重
春
さ
ん
と
ふ
り
で

初
会
に
被
掛
。
七
ツ
の
時
を
外
シ
、
小
旦
那
に
下
へ
呼
お
ろ
さ
れ
て
、
内
証
の
前
で

弓
之
棒
で
被
〆
、
漸
誤
て
、
お
客
の
と
こ
へ
行
、
正
月
二
日
、
昼
夜
仕
舞
て
札
を
か

け
さ
せ
て
、
ミ
ん
な
本
見
世
を
為
張
、
客
人
か
き
た
な
ら
、
松
の
内
ハ
ミ
ん
な
八
重

（
（
（

で
な
け
れ
ハ
う
ら
な
い
、
お
客
に
そ
ふ

〔
41
丁
ウ
〕

い
つ
て
買
つ
て
貰
ハ
な
ゐ
と
き
か
な
い
と
い
わ
れ
、
其
晩
先
ヘ
き
た
お
客
に
た
の
ん

て
、
壱
分
で
買
て
。
も
ら
い
、
お
客
か
腹
を
立
。
ま
事
に
困
り
、
其
跡
の
客
人
は

中
々
そ
ふ
い
ふ
人
て
な
く
、
よ
ふ
〳
〵
わ
け
を
い
つ
て
、
弐
朱
に
し
て
貰
ひ
、
二

（
二
日
）の

仕
舞
の
金
ハ
人
を
頼
み
、
十
日
迠
ニ
入
る
約
そ
く
、
七
日
之
日
ニ
早
々
催
促
に
よ
こ

し
、
や
ら
な
け
れ
ハ
し
め
ら
れ
る
し
、
苦
し
い
紛
れ
に
、
壱
枚
き
も
の
を
弐
分
の
質

に
お
い
て
、
二
日
の
仕
舞
の
金
を
や
つ
た
な
ら
、
と
つ
て
し
ま
い
、
跡
は
ね
ま
き
壱

枚
、
お
き
ゃ
く
に
揚
る
と
き
ハ
人
の
も
の
を
借
り
れ
ハ
、
小
言
を
い
ふ
し
、

〔
42
丁
オ
〕

何
事
も
無
理
ニ
無
理
斗
を
い
ふ
し
、
三

（
壱
カ
）月

五
日
の
夜
、
や
す
い
お
き
ゃ
く
三
人
、
初

会
を
つ
れ
て
上
る
、
長
嶋
の
茶
屋
で
あ
か
つ
た
處
、
大
旦
那
、
げ
い
者
を
か
わ
せ
ろ

と
い
て
つ
け
た
か
ら
、
す
く
に
二
階
へ
い
つ
て
こ
ふ
い
つ
た
な
ら
、
お
き
ゃ
く
ハ
い

や
だ
と
い
つ
て
か
わ
す
、
其
い
し
ゅ
か
へ
し
に
、
あ
し
た
つ
ま
ら
な
い
事
て
よ
ひ
つ

け
、
わ
る
い
も
の
ゝ
ま
ね
を
す
る
、
ろ
く
な
事
お
ぼ
へ
な
い
と
い
つ
て
、
弓
之
棒
て

し
め
ら
れ
、　

○
正
月
七
日
、
昼
夜
仕
舞
、
弐
分
、
十
五
日
十
六
日
一
日
札
、
一
日
八

重
ニ
も
ふ
し
て
、
な
ま
へ

〔
42
丁
ウ
〕

を
あ
げ
ろ
、
た
れ
に
し
よ
ふ

（
以
下
白
紙
）

H
―
Ⅳ

〔
43
丁
オ　

こ
こ
か
ら
異
筆
〕

か
と
し
よ
ふ
と
い
つ
て
、
出
来
る
の
で
き
な
い
の
と
い
わ
せ
る
も
の
か
、
で
き
な
け

れ
ハ
お
れ
が
し
て
や
ろ
ふ
と
い
つ
て
、
手
か
き
を
も
つ
て
し
め
に
ま
い
り
、
ま
た
人

が
は
い
つ
て
、
よ
ふ
〳
〵
し
ま
い
を
し
て
も
ら
ひ
、
あ
し
た
ハ
か
ね
を
さ
ゐ
そ
く
に

よ
こ
し
、
ま
て
し
ば
し
を
い
ふ
と

〔
43
丁
ウ
〕

ミ
な
一
同
に
し
め
ら
れ
、
三
月
二
日
は
よ
い
節
句
だ
か
ら
、
八
重
に
仕
舞
て
節
句
は

札
を
か
け
ろ
と
い
ゝ
、
い
つ
れ
歟
挨
拶
を
致
し
ま
す
と
い
つ
て
や
る
か
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（
以
下
白
紙
）

H
―
Ⅴ

〔
44
丁
オ　

こ
こ
か
ら
異
筆
〕

い
る
や
、
て
ま
い
た
ち
の
役
め
い
た
、
ミ
ん
な
て
ま
を
と
る
か
ら
は
、
ふ（

不

承

知

）

し
よ
ふ
ち

た
か
ら
、
夫
て
く
す
〳
〵
し
て
居
た
ろ
ふ
、
か
け
て
も
ら
は
な
く
つ
て
も
い
ゝ
、
お

れ
が
か
け
て
や
る
と
い
つ
て
は
だ
か
に
な
つ
て
、
手
鍵
ヲ
以
て
ミ
ん
な
し
め
、
夫
か

ら
ミ
セ
の
者
や
な
に
か
て
漸
々
旦
那
を
ひ
つ
こ
ま
せ
て
仕
舞
、
夫
々
に
い
つ
て
八
重

仕
舞
と
札
を
掛
て
貰
ひ
、
又
例
の
金
を
催
促
に
来
る
か
ら
、
も
ふ
少
し
ま
つ
て
く
れ

ろ
と
ゆ
ふ
と
、
直
に
。

〔
44
丁
ウ
〕

弓
の
棒
や
手
鍵
を
も
つ
て
〆
に
ま
い
り
、
さ
ま
〳
〵
ニ
い
つ
て
し
め
ら
れ
て
仕
舞
て

か
ら
。
も
し
や
お
客
の
あ
て
か
は
づ
れ
た
な
ら
、
ど
う
か
。
か
う（

た
カ
）を

つ
け
ま
す
と
人

を
た
の
ん
て
や
り
。
其
人
か
早
々
元
方
を
呼
ニ
や
つ
て
、
年
季
に
し
て
も
か
た
を
。

付
ろ
と
い
ゝ
、
そ
れ
も
こ
れ
も
ミ
ん
な
旦
那
か
い
わ
せ
る
事
、
五
月
四
日
、
五
月
節

句
五
日
ハ
、
本
節
句
た
ろ
う
。
四
日
ハ
八
重
、
五
日
ハ
札
と
い
つ
て
。
参
り
。
や
は

り
三
月
の
通
り
。
す
い
も
し
被
下
、
夏
五
月
両
日
之
仕
舞
迠
入
て
、
都
合
三
両
弐
分

か
札
金
と
八
重
仕
舞
之
か
ね
、

〔
45
丁
オ
〕

九
月
十
五
日
し
よ
ふ
も
ん
の
と
き
の
か
り
が
壱
両
弐
分
、
跡
二
両
が
白
小
弁
慶
、
か

け
お
り
の
年（

年
数
）す

を
く
つ
た
壱
町
着
壱
枚
、
御
納
戸
絞
り
、
ふ
ん
と
し
三
歩
と
四
百
文
、

白
半
ぢ
は
ん
、
あ
や
は
ん
ゑ
り
六
百
文
、
巻
帯
壱
分
ト
六
百
文
、
壱
分
が
小
遣
、
壱

分
弐
朱
が
ね
て
か
り
、
ミ
ん
な
て
七
両
の
金
て
壱
年
切
増
シ
、
元
方
が
不
承
知
を
い

つ
た
な
ら
、
ふ
と
い
や
つ
と
い
つ
て
、
こ
つ
ち
之
い
ゝ
言
は
只
之
壱
つ
も
聞
て
く
れ

ず
、
夫
て
証
文
ヲ
し
な
い
て
返
せ
ば
、
跡
て
箱
ニ
し
か
け
て
〆
る
と
の
事
、
夫
故
、

〔
45
丁
ウ
〕

よ
ふ
〳
〵
伯
父
に
た
の
ん
て
証
文
を
し
て
い
つ
て
も
ら
い
、
三
月
七
日
、
朝
く
さ
つ

た
こ
う
〳
〵
て
し
や
め
し
、
内
証
の
前
を
通
る
時
、
寝
巻
の
き
れ
た
の
を
き
て
い
た

な
ら
、
其
な
り
て
い
る
と
た
ゝ
は
お
か
ぬ
と
小
言
ヲ
い
ゝ
、
め
し
を
く
わ
セ
ぬ
さ
ん

た
ん
を
し
、
着
物
は
て
ま
へ
で
仕
舞
之
金
ニ
質
ニ
お
か
せ
て
取
て
仕
舞
、
其
通
り
の

事
を
い
ゝ
、
お
夜
食
は
し
や
け
の
あ
た
ま
の
た
ゝ
い
た
の
に
、
な
の
半
分
は
い
つ
た

お
じ
や
、
其
夜
は
初
会
で
、
跡
か
ら
馴
染
之
客
人
参
、
何
事
も
な
し

〔
46
丁
オ
〕

八
日
、
朝
あ
つ
た
か
い
飯
に
、
く
さ
つ
た
た
く
わ
ん
の
香
々
、
其
日
ハ
し
ほ
だ
ち
。

御
夜
食
ハ
た
べ
す
。
昼
見
世
を
引
て
。
心
や
す
い
お
客
に
仕
舞
て
貰
ひ
。
よ
る
ハ
御

客
か
帰
つ
て
。
か
ら
。
助
見
世
ヲ
本
じ
か
で
張
、
其
夜
ハ
客
人
が
な
く
。
八
ツ
時
迠

あ
る
事
あ
ら
れ
ぬ
事
ヲ
い
ひ
。
八
ツ
時
う
ツ
て
ね
か
し
。
九
日
、
朝
な
す
半
ふ
ん
這

入
た
お
し
や
、
く
さ
つ
た
香
々
、
御
夜
食
く
さ
つ
た
香
々
で
茶
づ
け
、
其
夜
馴
染
み

の
客
人
参
り
、
何
事
も
な
し
。
十
日
、
朝
帰
る
の
が

〔
46
丁
ウ
〕

少
し
お
そ
く
成
、
も
ふ
か
へ
さ
ず
朝
直
し
て
居
て
、
昼
の
内
か
へ
り
、
よ
る
ハ
見
せ

を
張
、
九
ツ
半
バ
過
て
其
客
人
参
り
帰
つ
て
参
り
。
何
事
も
な
し
。
十
一
日
、
朝
く

さ
つ
た
こ
ふ
〳
〵
で
茶
漬
、
御
夜
食
ハ
あ
さ
り
の
汁
。
御
ま
ん
ま
、
其
夜
ハ
お
茶
引
、

九
ツ
半
か
ら
七
ツ
前
ま
で
、
按
摩
さ
せ
ら
れ
。
十
二
日
、
朝
く
さ
つ
た
こ
ふ
〳
〵
で

茶
漬
、
わ
た
し
た
ち
の
方
へ
ハ
、
く
さ
つ
て
ふ
よ
〳
〵
し
た
香
〳
〵
を
付
て
置
、
其

よ
ハ
馴
染
み
の
客
人
参
り
、
二
時
は
つ
し
、
毎
夜
の
や
ふ
に
来
る
客
人
故
、
何
事
も

な
し
、
十
三
日
、
朝
水
の
や
う
な
お
じ
や

〔
47
丁
オ
〕

み
つ
葉
の
く
さ
つ
た
通
シ
の
残
之
お
か
す
、
其
夜
は
初
会
ニ
出
、
跡
か
ら
馴
染
之
客

人
参
り
、
八
ツ
う
つ
て
か
ら
、
又
馴
染
の
客
人
参
り
、
ミ
ん
な
こ
ろ
ね
、
若
旦
那
ニ

十
四
日
之
朝
呼
付
ら
れ
、
大
変
ニ
し
か
ら
れ
、
壱
人
朝
帰
る
の
か
少
し
お
そ
く
成
、

け
ふ
の
玉
の
金
を
、
た
つ
て
よ
こ
せ
と
言
れ
、
〆
ら
れ
る
所
、
お
か
ミ
さ
ん
が
、
け

ふ
の
は
大
旦
那
が
い
な
い
か
ら
、
私
に
免
ん
じ
て
か
ん
に
ん
し
て
や
つ
て
お
く
れ
と

言
た
な
ら
、
お
ふ
く
ろ
、
く
せ
に
な
る
と
言
て
弓
之
棒
を
持
出
し
た
所
、
け
ふ
は
わ
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た
し
に
預
ケ
て

〔
47
丁
ウ
〕

呉
ろ
と
い
ふ
て
わ
ひ
事
を
し
て
く
れ
、
朝
、
湯
を
見
る
よ
ふ
な
お
じ
や
、
お
夜
食
は

た
べ
す
、
其
夜
ハ
馴
染
客
見
世
え
参
り
あ
ふ
れ
候
へ
は
、
〆
ら
れ
る
、
く
る
し
い
紛

ニ
こ
ろ
ね
テ
上
ケ
て
も
ら
い
、
勘
定
が
な
く
、
居
残
り
に
お
け
ば
、
叱
ら
る
か
ら
、

は
た
か
に
な
つ
て
、引
て
返
シ
、十
五
日
ハ
揚
ケ
新
造
ニ
被
出
、下
之
飯
ハ
昼
夜
不
喰
、

其
夜
仕
舞
て
も
ら
い
、
跡
か
ら
馴
染
之
客
人
参
り
、
何
事
も
な
し
、
十
六
日　

上
り

ニ
出
て
、
昼
夜
く
わ
ず
、
其
夜
は
御
茶
引
、
半
時
あ
ん
ま
さ
せ
ら
れ
、
其
上
起
番

〔
48
丁
オ
〕

言
付
ら
れ
、
十
七
日
、
ひ
ば
半
ま
ざ
り
の
お
じ
や
、
御
夜
食
不
喰
、
商
売
休
、
其
夜

し
い
な
の
豆
を
い
つ
て
ミ
ん
な
に
呉
、
の
ち
内
証
江
呼
れ
、
三
四
人
酒
ヲ
貰
て
の
ミ
、

十
八
日
、
沢
庵
の
こ
ふ
〳
〵
て
め
し
、
お
夜
食
も
同
じ
事
、
御
茶
は
み
づ
、
又
あ
ん

ま
を
さ
せ
ら
れ
、
其
夜
は
七
ツ
迠
に
お
き
は
ん
を
さ
せ
ら
れ
、
十
九
日
、
朝
塩
断
お

ま
ん
ま
二
せ
ん
、
お
夜
食
な
つ
け
の
く
さ
い
の
て
茶
漬
、
其
夜
は
初
会
ニ
出
て
、
何

事
も
な
し

〔
48
丁
ウ
〕

（
白
紙
）

I〔
綴
込
1
丁
表
紙　

オ
〕

お
ぼ
え
長

こ
う
か
三
ね
ん

ひ
の
へ
午　

九
月
吉
日

〔
綴
込
1
丁
表
紙　

ウ
〕

（
白
紙
）

〔
綴
込
2
丁
オ
〕

九
月

十
五
日
ま
い
り
、
そ
の
ば
ん
な（

内

証

）

い
せ
う
い（

に
）あ

さ
ま
で
と
ま
り
、
金
壱
分
も
ら
い
、
お

な
じ
く
十
八
日
の
ば
ん
、
あ
さ
ま
で
と
ま
り
、
お
な
じ
く
廿
日
の
ば
ん
ニ
も
あ
さ
ま

で
と
ま
り
、
お
な
じ
く
廿
五
日
あ
さ
ま
で
と
ま
り
、

〔
綴
込
2
丁
ウ
〕

十
月
六
日
に
せ（

証

文

）

う
も
ん
ニ
な
り
、
そ
の
ひ
よ
り
も
と
か
た
へ
、
せ
う
〳
〵
か
ね
つ
か

わ
し
つ
、
た
い
そ
ふ
ニ
し
か
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
八
日
の
ば
ん
ニ
ハ
お
ち（

茶
）ゃ

を
し（

引
き
）き

、

よ（
夜
）の

八
つ
じ
ぶ
ん
ま
で
み
せ
ニ
お
り
、
そ
れ
か
ら
七
つ
じ
ぶ
ん
ニ
あ
し
を
も
み
、
そ

れ
か
ら

〔
綴
込
3
丁
オ
〕

な
い
せ
う
へ
あ
さ
ま
で
と
ま
り
、
十
七
日
の
ば
ん
ニ
ハ
お
ち
ゃ
し
き
、
そ
の
ば
ん
ニ

ハ
あ
さ
ま
で
と
ま
り
、
廿
一
日
の
ば
ん
ニ
わ
、
な
い
せ
う
へ
と
ま
り
、
あ
け
か
た
ニ

か
へ
り
、
十
一
月
十
四
日
ニ
ハ
な（

仲

之

町

）

か
の
ち
う
の
わ
か
ま
つ
の
き（

客

人

）

や
く
じ
ん
で
、
ひ
る

ま
一
ツ
あ
り
、
そ
の
ば
ん
ニ
ハ
お
ち
ゃ

〔
綴
込
3
丁
ウ
〕

し
き
、
な
い
せ
う
へ
あ
さ
ま
で
と
ま
り
、
十
八
日
の
ば
ん
ニ
ハ
、
九
ツ
す
ぎ
ニ
は

（
初
会
カ
）つ

ニ
い
出
、
そ
の
き（

客

）

や
く
が
ど
ふ
ぼ
う
、
そ
の
し
き
や
い
が
廿
三
日
ニ
つ
き
、
そ
れ
よ

ら
廿
九
日
の
ば
ん
ニ
き
て
、
そ
れ
が
と
ま
り
、
そ
の
あ
さ
ま
つ
と
、
そ
の
あ
さ
ニ
ハ
、

き
や
く
じ
ん
か
お（

お
足
）

わ
し
を

〔
綴
込
4
丁
オ
〕

九
百
文
つ
か
い
、
や
ど
ん
ニ
も（

持
）た

せ
て
か（

帰
り
）

い
り
、
ひ
る
す
き
ま
で
、
そ
れ
と
さ（

酒
）け

を

の
ん
で
い
た
と
い
つ
て
、
な
ぜ
そ
の
き
や
く
じ
ん
を
あ
さ
な（

直
し
）

を
し
ニ
し
な
い
と
い
つ

て
、
わ
た
し
お
、
み（

見
せ
し
め
）

せ
ぢ
め
の
た
め
て
い
つ
て
、
ほ
か
〳
〵
の
ほ（

傍

輩

）

ふ
ば
へ
を（

前
で
カ
）

ゆ
ミ
の
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ぼ
ふ
で
ぶ
ち
ま
し
た
よ

〔
綴
込
4
丁
ウ
〕

十
二
月
三
日
の
ば
ん
ニ
ハ
、
き
や
く
じ
ん
が
ふ（

二

人

）

た
い
り
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
き
や
く

が
ご
ろ
ね（

寝
）で

、
そ
れ
か
ら
わ
た
し
が
た（

旦
那
）

ん
な
・
遣
り
て
ニ
よ
ば
れ
、
い
ろ
〳
〵
と
し

か
ら
れ
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
ご
ろ
ね
の
き
や
く
ハ
か（

返
）い

し
て
し
ま
い
と
、
だ
ん
な

が
い
ゝ
ま
す
か
ら
、
き
や
く
の
い
う
ニ
ハ
、
そ
ん

〔
綴
込
5
丁
オ
〕

な
ら
ば
、
あ（

誂

え

物

）

つ
ら
へ
も
の
す
る
か
ら
、
き
や
く
ニ
し
て
お
く
れ
と
、
い
ろ
〳
〵
な
が

と
ん
を
た
の
み
、
ハ
け
を
い
つ
て
あ
や
ま
り
ニ
や
つ
て
も
、
り（

了

簡

）

う
け
ん
し
ず
ニ
き
や

く
を
か
へ
し
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し
を
ず
く
ニ
は
だ
か
ニ
し
て
、
は（

箱
）こ

ニ
か
け
て
お
き
、

あ
さ
ま
で
ね
か
さ
づ
ニ
し
ば
つ
て
お
き
ま
し
た
よ
、

〔
綴
込
5
丁
ウ
〕

そ
し
て
そ
の
あ
し
た
も
お
ま
ん
ま
も
た
べ
さ
せ
づ
ニ
、
四
日
の
ば
ん
か
た
ま
で
、
は

こ
ニ
か
け
て
お
き
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
ひ
の
く
れ
か
た
ニ
、
よ
ふ
〳
〵
な（

縄
）ハ

を
ほ
ど

き
、
す
ぐ
み（

見
世
）せ

い
た
し
ま
し
た
よ
、
十
四
日
ニ
ハ
お
ち
や
を
し
き
、
そ
の
あ
け
か
た

ま
で
へ（

部
屋
）や

ニ
お
き
、
そ
れ
か
ら

〔
綴
込
6
丁
オ
〕

よ
の
し
ら
〳
〵
あ
け
て
、
七
さ
ん
と
い
う
人
が
、
あ
し
た
の
し
ま
い
き
ん
が
は
い
る

な
ら
ば
、
ね
か
し
て
や
ろ
ふ
と
い
つ
た
ゆ
へ
、
わ
た
し
も
い
ろ
〳
〵
と
ハ
け
を
は
な

し
で
、
ね
か
し
て
も
ら
い
ま
し
た
な
ら
ば
、

〔
綴
込
6
丁
ウ
〕

そ
の
あ
け
か
た
、
十
五
日
の
あ
さ
、
お
ち
や
を
し
い
て
ね
た
と
い
つ
て
、
か（

髪
部
屋
）

ん
べ
や

の
た
か
い
と
こ
か
ら
あ（

足
）し

ニ
て
け
を
と
し
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、
な
い
せ
う
へ
よ（

呼
び
）ひ

す

ハ
ら
せ
、
あ
し
ニ
テ
よ（

横
顔
）

こ
が

〔
綴
込
7
丁
オ
〕

を
お
け（

蹴
り
）り

、
そ
れ
ニ
ま
た
を（

同
じ
く
）

な
じ
く
、
あ
し
ニ
て
こ
し
を
け
り
ま
し
た
よ
、
十
七
日

の
ば
ん
ニ
ハ
、
八
ツ
じ
ぶ
ん
ニ
み
せ
ニ
お
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
だ
ん
な
の
ゆ
う
ハ
、

こ
ん
や
み
せ
ニ
い
る
も
の
ハ
、
き
ふ
を
も（

物
日
）

の
び

〔
綴
込
7
丁
ウ
〕

を
し
る
ま
い
と
い
つ
て
、
お（

教
え
て
）

せ
い
て
や
る
か
ら
こ（

こ
っ
ち
に
来
い
）

つ
ち
い
こ
い
と
い
ゝ
ま
す
か
ら
、

わ
た
し
も
、
し
つ
に
ま
つ
て
な
い
で
も
、
す
ハ
れ
と
い
ハ
れ
る
が
い
や
だ
ゆ
へ
、
に

（
二
朱

し朱
カ
）た

し
て
か（

仮

仕

舞

）

り
じ
ま
い
ニ
し
ま　

し
た
よ

〔
綴
込
8
丁　

オ　

背
表
紙
内
側
〕

（
白
紙
）

〔
綴
込
8
丁　

ウ
背
表
紙
外
側
〕

　
　

梅
本
屋
内さ

く
ら
ぎ

J〔
49
丁
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
吉
原
京
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
兵
衛
地
借

　
　
　
　

				





遊
女
屋

佐　

吉

同
人
抱
遊
女

	

遠
島　

家
財
建
家　

欠
所			




福　

岡

	
　
　
　

遊
女
四
人
手
道
具　

欠
所		



谷　

川

		


　
　
　

		


　

		


玉　

芝

						








錦　

糸
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〔
49
丁
ウ
〕

						








豊　

年

						








玉　

蔦

						








重　

咲

	

押
込
之
上
人
主				






桜　

木

	
請
人
江
御
引
渡				






松　

波

						








豊　

江

						








重　

本

						








若　

梅

〔
50
丁
オ
〕

						








静

						








重　

春

						








小　

雛

						








豊　

重

	

無
構					







豊　

岡

	

急
度
御
叱				






吉　

里

						








ま　

さ
	

無
構					







き　

ん

〔
50
丁
ウ
〕

						








か　

め

	

急
度
御
叱				






ま　

ん

	

無
構					







く　

わ

	

急
度
御
叱
り				






新
兵
衛

						








三　

吉

〔
51
丁
オ
〕

			




下
谷
金
杉
下
町	

		


　
　

	

　
　

福
岡
人
主　

		


豊　

八

	

御
叱		



根
津
宮
永
町

		


　
　

	

　
　

請　

人　

		


清　

十

			




小
網
町
壱
丁
目

		


　
　

	

　
　

谷
川
人
主　

		


松
五
郎

			




下
谷
町
弐
丁
目
瀬
川
屋
敷

	

同	

　
　

	

　
　

同			




幸　

助

			




難
波
町

		


　
　

	

　
　

同			




長
五
郎

〔
51
丁
ウ
〕

			




駒
込
世
尊
院
門
前

			




　
　

玉
芝
人
主		



長
兵
衛

	

御
叱		



根
津
門
前
町

			




　
　

請　

人　

		


勇　

蔵

			




本
郷
四
丁
目

			




　
　

錦
糸
人
主　

		


与　

助

	

同		


同
町

			




　
　

同			




金　

蔵

〔
52
丁
オ
〕

			




駒
込
千
駄
木
御
林
明
地

			




　
　

豊
年
人
主		



金　

蔵

	

無
構		



同
所
世
尊
院
門
前

			




　
　

請　

人		


庄　

助

			




浅
草
元
吉
町

	

同		


　
　

玉
蔦
人
主		



勇　

吉

			




浅
草
寺
寺
中
延
命
院
地
借

			




　
　

三
次
郎
後
家

				





重
咲
人
主　

	

こ　

う
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〔
52
丁
ウ
〕

	

同		


谷
中
天
王
寺
門
前
浅
草
山
川
町

			




　
　

請　

人		


平　

助

			




深
川
永
代
寺
門
前
仲
町

	

無
構		



　
　

桜
木
人
主		



勘　

七

			




常
盤
町

			




　
　

請　

人		


久
四
郎

			




浅
草
寺
寺
中
延
命
院
地
借

	

同		


　
　

豊
江
人
主		



平　

吉

〔
53
丁
ウ
〕

	
		


浅
草
新
鳥
越
壱
丁
目

			




　
　

請　

人		


忠　

助

			




湯
嶋
天
神
下
同
朋
町

	

同		


　
　

重
本
人
主		



定　

蔵

			




上
野
大
門
町

			




　
　

請　

人		


新
三
郎

			




南
紺
屋
町

	

同		


　
　

若
梅
人
主		


鉄　

蔵

〔
53
丁
ウ
〕

			




谷
中
三
崎
町

			




　
　

静
人
主		



金
四
郎

			




　
　
　

同
人
方
同
居

	

無
構		



　
　

請　

人		


孝　

吉

			




駒
込
千
駄
木
坂
下
町

			




　
　

請　

人		


孫
太
郎

			




浅
草
寺
寺
中
自
証
院
地
借

	

同		


　
　

重
春
人
主		



栄　

吉

〔
54
丁
オ
〕

			




下
谷
六
軒
町

			




　
　

請　

人		


友　

吉

			




下
谷
通
新
町

	

同		


　
　

小
雛
人
主		



長
兵
衛

			




浅
草
福
井
町
三
丁
目

			




　
　

請　

人		


幸
太
郎

			




南
品
川
常
行
寺
門
前

	

同		


　
　

豊
重
人
主		



喜
兵
衛

〔
54
丁
ウ
〕

			




深
川
黒
江
町

			




　
　

請　

人		


藤
兵
衛

			




下
谷
金
杉
町

			




　
　
　

金
治
郎
店
豊
八
方
同
居

	

無
構		



　
　

松
波
人
主		



て　

う

			




新
吉
原
町
京
町
弐
丁
目

			




　
　

請　

人		


勘
五
郎

〔
55
丁
オ
〕

			




駒
込
千
駄
木
坂
下
町

	

同		


　
　

豊
岡
人
主		



佐
兵
衛

			




浅
草
山
谷
町

			




　
　

請　

人		


和　

助

			




谷
中
天
王
寺
新
門
前
町

	

同		


　
　

吉
里
人
主		



熊
次
郎

			




三
河
町
弐
丁
目

		


ま
さ
人
主
請
人
こ
れ
な
く　
　
　

弥
助
妻	

た　

つ

		


姉
た
つ
方
へ
御
引
渡　
　
　
　
　

右	

弥　

助
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同		


　
　
　

		


			




　
　
　
　
　

		


〔
55
丁
ウ
〕	

　
　
　

	

猿
若
町
壱
丁
目

	

無
構		



　
　

き
ん
人
主		



長　

吉

			




山
谷
浅
草
町

			




　
　

請　

人		


定
五
郎

			




谷
中
三
崎
町

	

同		


　
　

か
め
人
主		



梅　

吉

			




武
州
豊
嶋
郡
下
駒
込
村

			



　
　

請　

人		


鉄
五
郎

〔
56
丁
オ
〕

			



浅
草
田
町
弐
丁
目

			




　
　

忠
七
店

	

同		


　
　
　

き
ん
人
主		



新　

助

			




浅
草
寺
寺
中

			




　
　

吉
祥
院
地
借

				





請　

人		


庄
五
郎

			




谷
中
新
門
前
町

				





家
持
佐
太
郎

				





越
後
国
住
宅
二
付

				





　
　
　

店
支
配
人

	

御
叱			




　
　

		


長　

助

				





同
人
方
同
居

				





　

佐
吉
妻	

も　

ん

				





同
人
方
同
居

						








儀
兵
衛

			




駒
込
世
尊
院
門
前

				





家
主
長
兵
衛
方
同
居

						








七
兵
衛

				





同
人
方
同
居

						








ふ　

く

右
之
通
、
酉
十
二
月
廿
七
日
南
於
御
番
所
落
着
被
仰
渡
候
事

〔
57
丁
オ
・
ウ
〕

（
白
紙
）

〔
裏
見
返
し
〕

（
白
紙
）

〔
裏
表
紙
〕

「（
印
記
）東

北
帝
国
大
学
図
書
」
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（
1
）　

宮
本
由
紀
子「
吉
原
仮
宅
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編『
都
市
の
地
方
史
』、

雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
。
塚
田
孝
「
吉
原
│
遊
女
を
め
ぐ
る
人
び
と
」『
身
分
制
社
会
と

市
民
社
会
』、
柏
書
房
、
一
九
九
二
年
。
曽
根
ひ
ろ
み
『
娼
婦
と
近
世
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
、
吉
田
伸
之
「
遊
廓
社
会
」
塚
田
孝
編
『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
4 

都
市
の

周
縁
に
生
き
る
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
遊
郭
社

会
』
1
・
2
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
・
二
〇
一
四
年
な
ど
。
詳
し
く
は
、
明
治
維
新
史
学

会
編
西
沢
直
子
・
横
山
百
合
子
編
集
担
当
『
講
座
明
治
維
新
9　

明
治
維
新
と
女
性
』
有
志
舎
、

二
〇
一
五
年
、
所
収
の
総
論
（
横
山
執
筆
部
分
）
お
よ
び
拙
稿
「
幕
末
維
新
期
の
社
会
と
性

売
買
の
変
容
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
男
色
を
含
む
性
的
サ
ー
ビ
ス
の
売

買
全
体
を
指
す
場
合
は
「
性
売
買
」
と
記
す
。

（
2
）　

拙
稿
「
一
九
世
紀
都
市
社
会
に
お
け
る
地
域
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
再
編 

」『
歴
史
学
研
究
』

八
八
五
、二
〇
一
一
年
、
同
「
芸
娼
妓
解
放
令
と
遊
女
」（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研

究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
編
『
近
世
社
会
史
論
叢
』、
二
〇
一
三
年
。

（
3
）　

本
史
料
に
つ
い
て
は
、
註（
1
）拙
稿
に
お
い
て
も
、
若
干
言
及
し
て
い
る
。

（
4
）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
三
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
、
五
二
四
頁
。

（
5
）　
「
て
ん
た
い
」
は
紋
付
き
（
盗
人
仲
間
の
隠
語
）
の
意
か
（
大
久
保
忠
国
・
木
下
和
子
編
『
江

戸
語
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
）。

（
6
）　

遊
女
屋
の
張
見
世
の
末
席
の
こ
と
。

（
7
）　

一
度
売
っ
た
も
の
を
、
も
う
一
度
売
る
こ
と
。
二
倍
の
料
金
の
意
か
。

註

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
五
年
一
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
一
五
年
三
月
一
九
日
審
査
終
了
）


